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は
じ
め
に

本
稿
は
、
清
代
雍
正
年
間
（
一
七
二
三
〜
一
七
三
五
）
に
推
進

さ
れ
た
銅
禁
政
策
の
政
策
過
程
を
、
京
局
�
銅
（
北
京
に
置
か
れ

た
戸
部
管
下
の
宝
泉
局
な
ら
び
に
工
部
管
下
の
宝
源
局
の
た
め
の

銅
調
達
）
と
の
関
係
に
注
目
し
て
再
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

雍
正
年
間
は
、
漢
地
（
1
）
の
近
世
貨
幣
史
に
お
い
て
転
換
点
に
位
置

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
代
（
一
三
六
八
〜
一
六
四
四
）
後
半

か
ら
清
代
の
康
煕
（
一
六
六
二
〜
一
七
二
二
）
の
中
頃
ま
で
は
総

じ
て
銀
遣
い
が
優
勢
で
、
銅
銭
遣
い
は
か
な
り
限
定
的
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
康
煕
末
年
に
は
京
師
と
そ
の
近
隣
で
銭
貴
（
銅
銭

の
対
銀
比
価
高
騰
）
を
と
も
な
い
な
が
ら
銅
銭
遣
い
が
拡
大
し
始

め
、
雍
正
を
経
た
乾
隆
（
一
七
三
六
〜
一
七
九
五
）
前
半
に
は
銭

貴
と
銅
銭
遣
い
拡
大
が
漢
地
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
に
広
が
り
、
そ

の
結
果
と
し
て
各
地
に
銀
銭
併
用
が
定
着
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ

る
（
2
）。そ

れ
だ
け
で
も
雍
正
年
間
の
重
要
性
は
十
分
了
解
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
が
、
特
に
筆
者
の
場
合
、
市
場
論
や
貨
幣
論
の
精
緻
化
を
目

指
す
研
究
潮
流
と
は
別
個
に
、
政
策
形
成
を
め
ぐ
る
清
朝
内
部
の

種
々
の
相
互
関
係
の
も
と
で
貨
幣
政
策
と
市
場
の
貨
幣
動
向
が
変

化
し
て
い
く
動
態
に
関
心
を
も
っ
て
い
る
の
で
（
3
）
、
変
動
期
た
る
雍

正
年
間
は
と
り
わ
け
軽
視
す
べ
か
ら
ざ
る
対
象
と
な
る
。
そ
の
時

点
に
お
け
る
市
場
の
貨
幣
動
向
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
に

対
し
て
皇
帝
、
清
朝
中
央
（
ひ
と
き
わ
重
要
な
の
が
王
朝
財
政
を

統
括
す
る
戸
部
）、
各
省
（
そ
の
行
財
政
を
監
督
す
る
総
督
・
巡

撫
ら
）
は
そ
れ
ぞ
れ
何
を
重
要
視
し
、
そ
の
こ
と
は
貨
幣
政
策
の

形
成
過
程
を
ど
の
よ
う
に
左
右
し
、
そ
う
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
政

策
は
市
場
に
い
か
な
る
結
果
を
も
た
ら
し
た
の
か
│
│
と
い
う
一

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅上

田

裕

之

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

二
七
（
六
六
一
）



連
の
経
緯
を
克
明
に
跡
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
国
家

権
力
の
存
在
を
生
身
の
人
間
の
営
為
の
集
合
体
と
し
て
取
り
込
ん

だ
、
総
体
的
か
つ
整
合
的
な
貨
幣
史
叙
述
が
可
能
に
な
る
と
筆
者

は
考
え
て
い
る
。
も
う
少
し
噛
み
砕
い
て
い
う
な
ら
ば
、
皇
帝
や

官
僚
た
ち
を
社
会
経
済
史
的
「
構
造
」
の
掌
の
上
で
転
が
さ
れ
る

存
在
と
し
て
片
づ
け
る
の
で
は
な
く
、
彼
ら
の
認
識
と
そ
れ
に
基

づ
く
振
る
舞
い
が
様
々
に
絡
み
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
往
々
に
し
て

意
図
せ
ざ
る
結
果
を
呼
び
込
み
、
そ
う
し
て
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
貨
幣
史
を
展
開
さ
せ
て
い
く
さ
ま
を
、
よ
り
生
々
し
く
活
写

し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
み
て
、
貨
幣

動
向
が
大
き
く
変
動
し
つ
つ
あ
っ
た
雍
正
年
間
は
極
め
て
重
い
意

味
を
も
つ
の
で
あ
り
、
で
あ
れ
ば
こ
そ
筆
者
は
、
清
代
前
期
の
貨

幣
政
策
史
を
論
じ
た
上
田
﹇
二
〇
〇
九
﹈
を
上
梓
し
た
後
も
、
雍

正
年
間
に
関
す
る
研
究
を
入
念
に
続
け
て
き
た
﹇
上
田
二
〇
一
二

ａ；

二
〇
一
三
（
4
）
﹈。

さ
て
、
こ
の
雍
正
年
間
に
関
し
て
、
看
過
で
き
な
い
特
徴
的
な

政
策
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
漢
地
全
域
お
よ
び
盛
京
地
区
に
お
い
て

黄
銅
器
皿
（
真
鍮
の
銅
器
）
の
製
造
と
所
有
を
原
則
禁
止
し
、
官

民
か
ら
黄
銅
器
皿
を
強
制
的
に
買
い
上
げ
て
制
銭
（
官
製
の
銅

銭
）
鋳
造
の
原
材
料
に
供
し
た
銅
禁
政
策
で
あ
る
。
銅
禁
政
策
に

初
め
て
本
格
的
な
分
析
を
加
え
た
佐
伯
富
﹇
一
九
七
一
（
初
出
一

九
五
九
）�
五
〇
五
〜
五
一
二
﹈
は
、
官
撰
書
の
『
皇
朝
文
献
通

考
』
お
よ
び
雍
正
帝
と
各
省
の
総
督
・
巡
撫
と
の
間
で
や
り
取
り

さ
れ
た
奏
摺
に
若
干
の
改
変
を
施
し
て
収
録
し
た
『
雍
正
�
批
諭

旨
』
を
利
用
し
て
銅
禁
政
策
の
経
緯
を
論
じ
、
雍
正
年
間
に
は
銭

貴
が
漢
地
全
域
に
広
が
り
制
銭
の
増
鋳
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、

洋
銅
（
日
本
銅
）
の
輸
入
は
減
少
し
�
銅
（
雲
南
銅
）
の
生
産
も

未
だ
軌
道
に
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
官
民
か
ら
黄
銅
器
皿
を
収

買
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、「
社
会
の
銅
器
に
対
す
る
欲
求
は
強

か
っ
た
の
で
、
政
府
の
一
方
的
一
片
の
禁
令
に
よ
っ
て
、
銅
器
の

使
用
を
禁
止
し
よ
う
と
し
て
も
、
殆
ん
ど
不
可
能
に
近
か
っ
た
」

（
五
一
一
頁
）、
と
結
論
づ
け
た
。
後
に
奏
摺
の
原
本
を
用
い
て
銅

禁
政
策
を
論
じ
た
黒
田
明
伸
﹇
一
九
九
四
�
四
二
〜
四
三
﹈
や
足

立
啓
二
﹇
二
〇
一
二
（
初
出
一
九
九
一
）�
四
五
九
〜
四
六
一
﹈

も
、
概
ね
佐
伯
の
理
解
を
踏
襲
し
て
い
る
（
5
）
。
他
方
、
李
強
﹇
二
〇

〇
四
﹈
は
、
管
見
の
限
り
銅
禁
政
策
に
関
す
る
唯
一
の
専
論
で
あ

り
、
各
種
の
官
撰
書
お
よ
び
満
文
（
漢
訳
）
を
含
む
奏
摺
を
駆
使

し
て
銅
禁
政
策
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
李
の
見
解
は
、
制
銭

の
銷
毀
（
溶
解
）
を
防
止
す
る
た
め
の
黄
銅
器
皿
の
製
造
・
所
有

禁
止
に
政
策
の
主
眼
は
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
点
に
お
い
て
、
制

銭
鋳
造
の
た
め
の
銅
材
獲
得
を
強
調
す
る
佐
伯
ら
と
理
解
を
異
に

す
る
が
、
銭
貴
が
既
に
漢
地
全
域
に
広
が
っ
て
お
り
銅
禁
政
策
は

史

学

第
八
五
巻

第
四
号

二
八
（
六
六
二
）



そ
の
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ
た
と
み
な
し
て
い
る
点
は
重
な
り
合

っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
筆
者
は
、
銅
禁
政
策
実
施
時
に
お
い
て
銭
貴
は

依
然
と
し
て
京
師
と
そ
の
近
隣
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
銅
禁
政
策

は
京
師
の
銭
貴
と
各
省
の
私
鋳
銭
横
溢
と
い
う
別
々
の
問
題
を
包

括
的
に
解
決
し
よ
う
と
企
図
し
た
政
策
で
あ
っ
た
、
と
主
張
し
て

き
た
﹇
上
田
二
〇
〇
九
�
一
四
一
〜
一
五
〇；

二
〇
一
三
﹈。
貨

幣
動
向
の
地
域
差
に
照
ら
せ
ば
、
銅
禁
政
策
と
銭
貴
・
制
銭
鋳
造

と
の
関
係
は
佐
伯
や
李
が
概
括
し
た
よ
り
も
も
っ
と
入
り
組
ん
だ

も
の
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
雍
正
帝
・
清
朝
中
央
・
各
省

督
撫
の
間
に
認
識
の
不
一
致
と
複
雑
な
相
互
関
係
と
が
存
在
し
て

い
た
可
能
性
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
筆
者
の
旧

稿
は
、
各
省
で
の
銅
禁
政
策
が
銭
貴
対
策
で
あ
っ
た
か
否
か
と
い

う
先
行
研
究
と
の
最
大
の
対
立
点
に
重
点
を
置
く
も
の
で
あ
り
、

京
師
に
関
し
て
は
十
分
に
検
証
し
て
い
な
か
っ
た
。
特
に
、
佐
伯

と
李
の
主
張
を
突
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
浮
上
し
て
く
る
�
銅
の
位

置
づ
け
の
問
題
は
、
全
く
見
落
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
本
稿
に
お

い
て
は
、
京
局
�
銅
と
の
関
係
を
軸
と
し
て
、
銅
禁
政
策
の
政
策

過
程
全
体
を
再
検
証
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

そ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
の
再
検
証
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
史

料
状
況
が
飛
躍
的
に
改
善
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
従
来
、
当
該
時

期
の
政
策
史
研
究
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
き
た
の
は
、
専
ら
官
撰

書
と
奏
摺
で
あ
っ
た
。
奏
摺
の
や
り
取
り
に
よ
っ
て
各
省
の
督
撫

ら
を
統
御
し
た
雍
正
帝
の
所
謂
「
奏
摺
政
治
」
は
、
か
ね
て
よ
り

多
く
の
研
究
者
の
注
目
を
集
め
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
奏
摺
と

は
別
種
の
上
奏
文
で
あ
る
題
本
は
、
政
策
決
定
機
能
が
ほ
ぼ
奏
摺

に
一
元
化
さ
れ
た
乾
隆
年
間
と
は
異
な
っ
て
、
雍
正
年
間
に
は
と

り
わ
け
中
央
に
お
い
て
名
実
と
も
に
政
策
決
定
の
た
め
の
上
奏
文

と
し
て
機
能
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
存
す
る
も
の
が
極

め
て
乏
し
い
た
め
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
か
か
る
史
料
状
況
は
近
年
に
な
っ
て
一
変
し
た
。『
雍

正
朝
内
閣
六
科
史
書
戸
科
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇

八
。
以
下
、『
六
科
史
書
戸
科
』
と
略
記
）
の
影
印
出
版
に
よ
り
、

戸
部
関
係
の
題
本
の
抄
録
で
あ
る
戸
科
史
書
を
容
易
に
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
﹇
上
田
二
〇
一
一
（
6
）
﹈。
あ
く
ま

で
も
抄
録
で
あ
る
の
で
省
略
や
誤
記
に
注
意
す
る
必
要
は
あ
る
が
、

奏
摺
か
ら
は
浮
か
び
上
が
っ
て
こ
な
い
雍
正
年
間
の
清
朝
中
央
に

お
け
る
政
策
過
程
を
精
緻
に
分
析
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の

意
義
は
非
常
に
大
き
い
（
7
）
。

以
下
、
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
雍
正
年
間
の
銅
禁
政
策
の
前
提

を
な
す
康
煕
末
年
の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
策
と
京
局
�
銅
と
の
関

係
を
確
認
し
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
第
二
章
で
雍
正
年
間
に
お
け
る

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

二
九
（
六
六
三
）



銅
禁
政
策
の
成
立
過
程
を
京
局
�
銅
と
の
関
係
を
中
心
に
再
検
討

し
、
続
く
第
三
章
で
成
立
後
の
銅
禁
政
策
の
推
移
と
京
局
�
銅
に

も
た
ら
し
た
結
果
を
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、
引
用
史
料
に
お
い
て
（

）
は
引
用
者
に
よ
る
註
記
、

〔

〕
は
引
用
者
に
よ
る
補
記
、
…
…
は
中
略
を
意
味
す
る
。

第
一
章

康
煕
末
年
に
お
け
る
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
策

と
京
局
�
銅

つ
と
に
佐
伯
﹇
一
九
七
一
（
初
出
一
九
五
九
）�
五
〇
五
〜
五

〇
六
﹈
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
雍
正
年
間
の
銅
禁
政
策
は
康

煕
一
二
年
制
定
の
黄
銅
器
皿
製
造
制
限
令
と
康
煕
一
八
年
開
始
の

旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
策
の
流
れ
を
汲
ん
で
い
る
。
前
者
に
つ
い
て

は
次
章
で
銅
禁
政
策
の
成
立
を
論
じ
る
際
に
確
認
す
る
こ
と
と
し

て
、
本
章
で
は
後
者
に
つ
い
て
、
京
局
�
銅
と
の
関
係
を
中
心
に

み
て
い
く
。
た
だ
し
、
佐
伯
は
明
確
に
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
雍

正
年
間
の
銅
禁
政
策
と
直
接
の
関
わ
り
を
も
つ
の
は
康
煕
五
五
年

開
始
の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
策
で
あ
り
、
康
煕
一
八
年
開
始
の
収

買
策
は
康
煕
五
五
年
よ
り
以
前
の
ど
こ
か
の
時
点
で
（
お
そ
ら
く

は
洋
銅
輸
入
が
最
盛
期
を
迎
え
た
康
煕
三
〇
年
代
ま
で
に
）
停
止

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
康
煕
五
五
年
に
開
始
さ
れ
た

収
買
策
に
焦
点
を
絞
り
た
い
。

そ
の
前
年
の
康
煕
五
四
年
、
江
蘇
・
安
徽
・
江
西
・
浙
江
・
福

建
・
湖
北
・
湖
南
・
広
東
の
八
省
の
督
撫
に
紅
銅
の
納
入
を
命
じ

る
督
撫
�
銅
制
（
以
下
、
�
銅
を
命
じ
ら
れ
た
八
省
を
�
銅
八
省

と
呼
ぶ
）
が
採
用
さ
れ
、
翌
五
五
年
に
開
始
さ
れ
た
。
当
該
の
督

撫
ら
は
、
毎
年
戸
部
に
宝
泉
局
分
三
六
万
五
四
二
三
斤
、
工
部
に

宝
源
局
分
一
八
万
八
九
七
七
斤
、
合
計
五
五
万
四
四
〇
〇
斤
の
紅

銅
を
納
入
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
八
省
全
体
で
は
、
宝
泉
局
分

二
九
二
万
三
三
八
四
斤
、
宝
源

局
分
一
五
一
万
一
八
一
六
斤
、

総
額
四
四
三
万
五
二
〇
〇
斤
と

な
る
。
こ
の
時
、
宝
泉
局
の
制

銭
鋳
造
で
用
い
る
紅
銅
・
亜
鉛

は
一
卯
に
つ
き
一
〇
万
斤
で

（
卯
は
鋳
造
炉
の
年
間
稼
働
回

京局紅銅
需要合計

3,456,000

3,456,000

3,888,000

3,888,000

3,888,000

3,888,000

3,888,000

4,176,000

4,320,000

4,320,000

4,428,000

3,690,000

3,690,000

3,690,000

3,690,000

3,690,000

3,570,000

3,570,000

3,059,987

3,162,843

年間
紅銅需要

1,296,000

1,296,000

1,296,000

1,296,000

1,296,000

1,296,000

1,296,000

1,296,000

1,440,000

1,440,000

1,476,000

1,230,000

1,230,000

1,230,000

1,230,000

1,230,000

1,110,000

1,110,000

00951,418

1,054,274

年間
卯数

36

36

36

36

36

36

36

36

40

40

41

41

41

41

41

41

37

37

37

41

史
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数
の
単
位
）、
紅
銅
と
亜
鉛
の

配
合
比
率
は
六
対
四
、
年
間
の

卯
数
は
三
六
で
あ
っ
た
か
ら
、

宝
泉
局
の
紅
銅
需
要
は
年
間
二

一
六
万
斤
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

宝
源
局
は
用
い
る
紅
銅
・
亜
鉛

が
一
卯
に
つ
き
六
万
斤
で
、
配

合
比
率
と
年
間
の
卯
数
は
宝
泉

局
と
同
じ
で
あ
っ
た
か
ら
、
宝

源
局
の
紅
銅
需
要
は
年
間
一
二

九
万
六
〇
〇
〇
斤
で
あ
っ
た
。

京
局
全
体
で
は
三
四
五
万
六
〇

〇
〇
斤
と
な
り
、
前
述
し
た
�

銅
定
額
四
四
三
万
五
二
〇
〇
斤

は
少
な
か
ら
ず
余
裕
を
も
た
せ

た
額
で
あ
っ
た
と
い
え
る
（
8
）
。
な

お
、
京
局
の
紅
銅
需
要
額
に
つ

い
て
は
、
表
１
を
参
照
さ
れ
た

い
。と

こ
ろ
が
、
そ
の
督
撫
�
銅

は
開
始
と
同
時
に
紅
銅
調
達
の

表 1 京局の紅銅需要額
（単位は斤、斤未満切り捨て）

宝 源 局

1卯あたり
の紅銅

36,000

36,000

36,000

36,000

36,000

36,000

36,000

36,000

36,000

36,000

36,000

30,000

30,000

30,000

30,000

30,000

30,000

30,000

25,714

25,714

紅銅
比率

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1卯あたりの
紅銅・亜鉛

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

51,428

51,428

宝 泉 局

年間
紅銅需要

2,160,000

2,160,000

2,592,000

2,592,000

2,592,000

2,592,000

2,592,000

2,880,000

2,880,000

2,880,000

2,952,000

2,460,000

2,460,000

2,460,000

2,460,000

2,460,000

2,460,000

2,460,000

2,108,569

2,108,569

年間
卯数

36

36

36

36

36

36

36

40

40

40

41

41

41

41

41

41

41

41

41

41

1卯あたり
の紅銅

60,000

60,000

72,000

72,000

72,000

72,000

72,000

72,000

72,000

72,000

72,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

60,000

51,429

51,429

紅銅
比率

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.6

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

0.5

1卯あたりの
紅銅・亜鉛

100,000

100,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

120,000

102,857

102,857

年 代

康煕55年

康煕56年

康煕57年

康煕58年

康煕59年

康煕60年

康煕61年

雍正元年

雍正 2年

雍正 3年

雍正 4年

雍正 5年

雍正 6年

雍正 7年

雍正 8年

雍正 9年

雍正10年

雍正11年

雍正12年

雍正13年

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

三
一
（
六
六
五
）



困
難
に
直
面
し
た
。
康
煕
五
四
年
に
徳
川
幕
府
が
実
施
し
た
正
徳

新
例
（
海
舶
互
市
新
例
）
に
よ
っ
て
長
崎
か
ら
の
紅
銅
輸
出
量
が

年
間
三
〇
〇
万
斤
に
制
限
さ
れ
る
と
同
時
に
、「
唐
船
」
に
交
付

さ
れ
る
「
信
牌
」
の
扱
い
を
め
ぐ
っ
て
交
易
が
紛
糾
し
（「
信
牌

紛
争
」）﹇
岩
井
茂
樹
二
〇
〇
七
﹈、
康
煕
五
四
〜
五
五
年
に
は
洋

銅
の
輸
入
が
年
間
一
〇
〇
万
斤
を
割
り
込
む
ま
で
に
激
減
し
た
の

で
あ
る
。
な
お
、
督
撫
�
銅
制
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
表
２

を
参
照
さ
れ
た
い
。
洋
銅
輸
入
額
は
劉
序
楓
﹇
一
九
九
九
�
一
三

八
〜
一
四
〇
﹈
に
依
拠
し
、
そ
の
全
額
が
京
局
�
銅
の
対
象
に
な

っ
た
と
仮
定
し
、
ま
た
、
雍
正
三
年
か
ら
京
局
�
銅
に
組
み
込
ま

れ
た
�
銅
調
達
が
定
額
通
り
実
現
し
た
と
仮
定
し
、
そ
れ
ら
の
合

計
と
京
局
の
�
銅
定
額
お
よ
び
紅
銅
需
要
額
と
の
差
額
を
算
出
し

て
い
る
（
実
際
に
は
、
洋
銅
の
全
て
が
京
局
に
納
入
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
割
当
が
な
く
と
も
�
銅
や
商
銅
に
よ
っ
て

洋
銅
不
足
が
補
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
の

数
値
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ
る
）。

洋
銅
の
急
減
に
直
面
し
た
戸
工
両
部
は
急
遽
、
旧
器
皿
・
廃
銅

の
収
買
を
立
案
し
た
。『
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
一
四
、
銭
幣
二
、

康
煕
五
五
年
条
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

時
に
江
蘇
等
の
八
省
の
督
撫
�
銅
す
る
も
、
事
は
創
始
に
在

れ
ば
未
だ
限
に
依
り
て
解
交
す
る
あ
た
わ
ざ
る
を
以
て
、
戸

工
二
部
は
議
定
す
ら
く
、「
先
ず
旧
器
皿
・
廃
銅
を
収
買
し

て
局
に
交
し
て
鼓
鋳
す
る
を
行
う
。
�
（
斤
）
ご
と
に
価
銀

一
銭
・
脚
費
五
分
と
定
む
。
戸
部
よ
り
銀
両
を
給
発
し
て
�

よ

買
し
、
務
め
て
鼓
鋳
を
誤
た
ざ
ら
し
む
。
仍
り
て
銅
六
鉛
四

な
ら

に
照
ら
し
て
合
計
し
、
銅
六
の
価
直
併
び
に
脚
費
の
銀
両
の

も
つ

数
目
を
将
て
扣
明
し
、
江
蘇
等
の
八
省
の
督
撫
に
行
文
し
て

原
額
に
照
ら
し
て
扣
除
し
減
�
し
、
其
の
減
ず
る
所
の
銅
価

お
く

及
び
水
脚
の
銀
両
も
て
其
れ
を
し
て
彙
斉
し
部
に
解
ら
し

む
」
と
。

戸
工
両
部
は
、
旧
器
皿
・
廃
銅
を
一
斤
あ
た
り
価
銀
（
購
入
費

用
）
銀
一
銭
・
脚
費
（
輸
送
費
用
）
銀
五
分
で
収
買
し
、
旧
器

皿
・
廃
銅
を
そ
の
重
量
の
六
割
の
紅
銅
に
換
算
し
て
、
そ
れ
に
応

じ
て
�
銅
八
省
の
納
入
額
を
減
免
し
、
そ
の
分
の
�
銅
費
用
を
戸

部
に
返
還
さ
せ
る
こ
と
を
提
議
し
て
、
裁
可
を
得
た
の
で
あ
る
。

こ
の
頃
、
督
撫
�
銅
の
�
銅
費
用
は
一
斤
あ
た
り
銀
一
銭
五
分
五

釐
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
六
割
と
な
る
と
銀
九
分
三
釐
し
か
戸
部

に
返
還
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
旧
器
皿
・
廃
銅
を
収
買
し
て
紅

銅
の
納
入
を
減
免
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
費
用
が
膨
ら
む
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、
翌
五
六
年
三
月
の
戸
部
尚
書
趙
申
喬
の
上
奏
に
よ
れ
ば
、

康
煕
五
五
年
末
の
時
点
で
宝
泉
局
の
紅
銅
貯
蔵
額
は
わ
ず
か
三
八

万
斤
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
（
9
）
。
そ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
を
打

史
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開
す
る
た
め
に
旧
器
皿
・
廃

銅
の
収
買
は
た
と
え
費
用
が

膨
ら
も
う
と
も
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

こ
の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買

策
に
つ
い
て
、『
欽
定
大
清

会
典
則
例
』
巻
四
四
、
戸
部
、

銭
法
、
�
銅
、
康
煕
五
五
年

条
は
、
総
じ
て
『
皇
朝
文
献

通
考
』
よ
り
も
簡
潔
に
記
し

て
い
る
が
（
京
局
�
銅
の
不

調
に
は
全
く
触
れ
て
い
な

い
）、『
皇
朝
文
献
通
考
』
に

は
み
ら
れ
な
い
独
自
の
内
容

と
し
て
、

内
務
府
商
人
を
し
て
毎

年
旧
器
・
廃
銅
一
百
三

十
三
万
斤
を
�
ぜ
し
む
。

と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

戸
工
両
部
は
旧
器
皿
・
廃
銅

表 2 督撫�銅制の実施状況
（単位は斤）

京局過不足

D－F

G

－2,736,000

000,914,000

000,212,000

0,－218,000

0,－932,000

－1,192,000

－1,260,000

－1,440,000

－3,344,000

0,－683,200

000,220,800

000,898,800

000,545,800

1,013,200

1,501,200

1,563,200

1,533,200

000,749,200

1,397,213

1,306,357

京局需要額
（表 1参照）

F

3,456,000

3,456,000

3,888,000

3,888,000

3,888,000

3,888,000

3,888,000

4,176,000

4,320,000

4,320,000

4,428,000

3,690,000

3,690,000

3,690,000

3,690,000

3,690,000

3,570,000

3,570,000

3,059,987

3,162,843

�銅過不足

D－A

E

－3,715,200

00,－65,200

0,－335,200

0,－765,200

－1,479,200

－1,739,200

－1,807,200

－1,699,200

－3,459,200

0,－798,400

000,213,600

000,153,600

0,－199,400

000,268,000

000,756,000

000,818,000

000,668,000

0,－116,000

0000,22,000

0000,34,000

調達可能額

B＋C

D

0,720,000

4,370,000

4,100,000

3,670,000

2,956,000

2,696,000

2,628,000

2,736,000

0,976,000

3,636,800

4,648,800

4,588,800

4,235,800

4,703,200

5,191,200

5,253,200

5,103,200

4,319,200

4,457,200

4,469,200

�銅
割当額

C

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1,108,800

1,108,800

1,108,800

2,608,800

1,663,200

1,663,200

1,663,200

1,663,200

1,663,200

1,663,200

1,663,200

洋銅
輸入額

B

0,720,000

4,370,000

4,100,000

3,670,000

2,956,000

2,696,000

2,628,000

2,736,000

0,976,000

2,528,000

3,540,000

3,480,000

1,627,000

3,040,000

3,528,000

3,590,000

3,440,000

2,656,000

2,794,000

2,806,000

�銅定額

A

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

4,435,200

年代

康煕55年

康煕56年

康煕57年

康煕58年

康煕59年

康煕60年

康煕61年

雍正元年

雍正 2年

雍正 3年

雍正 4年

雍正 5年

雍正 6年

雍正 7年

雍正 8年

雍正 9年

雍正10年

雍正11年

雍正12年

雍正13年

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅
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三
（
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七
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の
売
却
希
望
者
を
た
だ
待
ち
受
け
た
の
で
は
な
く
、
内
務
府
商
人

に
調
達
を
命
じ
、
し
か
も
年
間
一
三
三
万
斤
と
い
う
定
額
を
課
し

て
い
た
の
で
あ
る
。
と
な
れ
ば
、
定
額
を
満
た
し
た
か
ど
う
か
は

別
と
し
て
、
内
務
府
商
人
は
相
応
の
実
績
を
挙
げ
よ
う
と
努
め
た

可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
（
10
）
。

し
か
し
、
旧
器
皿
・
廃
銅
の
収
買
は
、
民
間
に
お
い
て
制
銭
の

銷
毀
を
誘
発
す
る
危
険
を
と
も
な
っ
て
い
た
。『
皇
朝
文
献
通

考
』
巻
一
四
、
銭
幣
二
、
康
煕
五
六
年
条
に
は
、
以
下
の
よ
う
に

あ
る
（
11
）
。大

学
士
等
議
言
す
ら
く
、「
前
に
江
蘇
等
の
省
銅
を
解
る
に

こ

よ

限
を
逾
ゆ
る
有
る
を
恐
る
る
に
因
り
て
、
銭
局
暫
く
旧
器

皿
・
廃
銅
を
収
買
し
て
融
通
し
�
理
す
る
を
行
う
を
定
む
。

な

近
く
聞
く
な
ら
く
、
奸
民
小
制
銭
を
私
銷
し
て
廃
銅
と
作
し

く
ら

て
変
売
し
、
之
を
銭
価
に
較
ぶ
れ
ば
利
を
獲
る
こ
と
倍
を
以

か
え

ま

す
み
や

て
す
と
。
銭
法
に
転
っ
て
弊
竇
を
滋
す
。
応
に
亟
か
に
禁
止

を
行
う
べ
し
」
と
。
上
諭
を
奉
ず
ら
く
、「
…
…
今
、
奸
民

つ
い

ひ
そ
か

竟
に
敢
え
て
小
制
銭
を
将
て
私
に
銷
毀
を
行
い
銅
と
作
し
て

変
売
す
。
甚
だ
銭
法
を
維
持
す
る
所
以
に
非
ざ
る
な
り
。
如

何
に
禁
止
す
る
か
の
処
も
て
、
九
�
・
科
道
は
戸
部
と
会
同

つ

し
て
確
議
せ
よ
」
と
。
尋
い
で
〔
九
�
・
科
道
・
戸
部
は
〕

た

議
言
す
ら
く
、「
嗣
後
、
銭
局
は
止
だ
旧
銅
・
器
皿
を
買
う

ゆ
る

を
許
す
の
み
と
し
て
、
新
鋳
の
板
塊
銅
�
を
買
う
を
准
さ
ず
。

も

と

如
し
小
制
銭
を
毀
か
し
て
充
て
て
廃
銅
と
作
す
者
有
ら
ば
、

八
旗
・
歩
軍
統
領
並
び
に
五
城
、
大
興
・
宛
平
両
県
に
通
行

し
て
厳
緝
せ
し
む
。
…
…
」
と
。
之
に
従
う
。

小
制
銭
と
は
、
康
煕
二
三
年
か
ら
同
四
一
年
に
鋳
造
さ
れ
た
重
量

一
銭
の
制
銭
を
指
し
、
康
煕
四
一
年
に
重
量
一
銭
四
分
の
大
制
銭

の
鋳
造
に
改
め
て
か
ら
は
将
来
回
収
し
て
銷
毀
す
る
こ
と
を
予
定

し
て
い
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
そ
れ
を
先
送
り
し
て
お
り
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
民
間
で
勝
手
に
小
制
銭
を
銷
毀
す
る
の
は
法
を

犯
す
も
の
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
康
煕
帝
と
清
朝
中

央
高
官
に
よ
っ
て
問
題
視
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
小
制
銭
の

銷
毀
の
取
り
締
ま
り
を
担
当
す
べ
き
機
関
・
官
員
と
し
て
「
八

旗
・
歩
軍
統
領
並
び
に
五
城
、
大
興
・
宛
平
両
県
」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
内
務
府
商
人
に
よ
る
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
の
実
施

に
と
も
な
っ
て
小
制
銭
の
銷
毀
が
盛
行
し
た
（
と
こ
の
時
み
な
さ

れ
た
）
の
は
ほ
ぼ
京
師
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

小
制
銭
は
、
規
定
通
り
鋳
造
さ
れ
れ
ば
、
一
文
の
重
量
は
一
銭

で
あ
る
。
一
斤
�
一
六
両
�
一
六
〇
銭
で
あ
る
か
ら
、
単
純
計
算

で
は
、
一
六
〇
文
の
小
制
銭
を
銷
毀
す
れ
ば
一
斤
の
銅
材
が
得
ら

れ
、
そ
れ
を
内
務
府
商
人
に
買
い
取
ら
せ
れ
ば
価
銀
・
脚
費
を
合

計
し
て
銀
一
銭
五
分
を
獲
得
で
き
る
。
銀
一
両
を
獲
得
す
る
た
め

史
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に
は
銅
材
約
六
・
六
七
斤
を
要
す
る
の
で
、
約
一
〇
七
〇
文
を
銷

毀
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
銷
毀
に
は
相
応
の
コ
ス
ト
が
か

か
る
し
、
鋳
こ
ぼ
れ
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、
脚
費
の
一
部
は

内
務
府
商
人
が
受
領
し
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
相
殺

す
る
に
は
い
く
ら
か
の
小
制
銭
を
上
乗
せ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。
一
方
、
康
煕
四
五
年
時
点
で
の
京
師
に
お
け

る
小
制
銭
の
銭
価
は
銀
一
両
�
一
七
〇
〇
文
で
あ
っ
た
（
12
）
。
康
煕
末

年
に
は
京
師
の
銭
貴
が
顕
在
化
し
始
め
て
、
康
煕
五
三
年
に
は
銀

一
両
�
九
二
〇
文
と
な
り
、
同
六
一
年
に
は
七
八
〇
文
に
達
し
て

い
た
が
（
13
）
、
小
制
銭
も
そ
の
値
で
評
価
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
銷

毀
が
横
行
す
る
は
ず
は
な
い
。
康
煕
末
年
に
銀
一
両
�
八
〜
九
〇

〇
文
前
後
の
値
を
つ
け
て
い
た
の
は
間
違
い
な
く
大
制
銭
の
み
で

あ
り
、
小
制
銭
は
お
そ
ら
く
従
来
通
り
銀
一
両
�
一
七
〇
〇
文
前

後
の
価
値
し
か
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
小
制
銭
約

一
〇
七
〇
文
相
当
の
銅
材
を
銀
一
両
で
買
い
取
る
旧
器
皿
・
廃
銅

収
買
は
、
銷
毀
の
コ
ス
ト
・
鋳
こ
ぼ
れ
や
内
務
府
商
人
の
脚
費
取

得
を
差
し
引
い
て
も
、
市
場
に
比
べ
て
小
制
銭
を
大
き
く
「
過
高

評
価
」
す
る
も
の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
民
間
で
小
制
銭
の
銷
毀

を
横
行
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
重
量
一
銭
四
分
の
大
制
銭
を
銷
毀
し
て
銅
材
六
・
六
七

斤
を
得
て
内
務
府
商
人
に
買
い
取
ら
せ
て
銀
一
両
を
得
る
に
は
約

七
六
〇
文
が
必
要
と
な
り
、
銷
毀
の
コ
ス
ト
・
鋳
こ
ぼ
れ
と
内
務

府
商
人
の
脚
費
取
得
と
を
加
味
す
る
と
、
銷
毀
で
利
潤
を
得
る
の

は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
仮
に
銀
一
両
�
大

制
銭
八
五
〇
文
�
小
制
銭
一
七
〇
〇
文
と
す
る
と
、
素
材
価
値
に

お
い
て
小
制
銭
の
一
・
四
倍
に
過
ぎ
な
い
は
ず
の
大
制
銭
は
貨
幣

と
し
て
小
制
銭
の
二
倍
の
評
価
を
得
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
貨
幣

か
ら
銅
材
へ
の
転
換
が
小
制
銭
に
比
べ
て
起
こ
り
に
く
い
の
は
当

然
で
あ
る
。

小
制
銭
の
銷
毀
を
招
か
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
収
買
価

格
を
引
き
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
価
格
を
引
き
下
げ

れ
ば
収
買
が
滞
る
こ
と
が
目
に
見
え
て
い
る
。
洋
銅
輸
入
の
激
減

に
直
面
し
て
い
た
こ
の
時
は
、
前
掲
史
料
に
あ
る
よ
う
に
、「
新

鋳
の
板
塊
銅
�
」
す
な
わ
ち
元
の
形
状
が
わ
か
ら
な
い
イ
ン
ゴ
ッ

ト
の
収
買
を
取
り
や
め
る
と
い
う
限
定
的
な
措
置
し
か
と
れ
な
か

っ
た
。
し
か
も
、
翌
康
煕
五
七
年
に
は
旧
器
皿
・
廃
銅
の
収
買
を

�
銅
八
省
に
も
広
げ
た
。『
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
一
四
、
銭
幣
二
、

康
煕
五
七
年
条
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

戸
工
二
部
議
言
す
ら
く
、「
…
…
八
省
の
�
ず
る
所
の
額
銅

み

の
中
に
、
如
し
紅
銅
数
を
足
た
す
あ
た
わ
ざ
る
と
こ
ろ
有
ら

ば
、
十
分
の
内
、
三
分
の
旧
銅
・
器
皿
を
兼
収
し
て
交
納
す

る
を
准
す
。
其
の
価
並
び
に
水
脚
は
、
�
ご
と
に
銀
一
銭
一

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅
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分
九
釐
有
奇
を
給
す
。
…
…
」
と
。
之
に
従
う
。

内
務
府
商
人
に
命
じ
て
収
買
さ
せ
た
旧
器
皿
・
廃
銅
に
よ
っ
て
督

撫
�
銅
の
不
足
分
を
補
填
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
�
銅
八
省
も
洋

銅
に
不
足
が
あ
れ
ば
定
額
の
三
割
を
上
限
と
し
て
旧
器
皿
・
廃
銅

を
収
買
し
て
不
足
を
自
ら
補
填
す
る
よ
う
指
示
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
際
に
定
め
ら
れ
た
価
格
は
一
斤
に
つ
き
価
銀
・
脚
費
合
計
一

銭
一
分
九
釐
余
り
で
、
京
師
で
の
価
格
一
銭
五
分
に
比
べ
て
二
割

ほ
ど
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
京
師
の
価
格
は
小
制
銭
約
一
〇
七

〇
文
相
当
の
銅
材
に
銀
一
両
を
支
払
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ

で
の
価
格
は
小
制
銭
約
一
三
三
〇
文
相
当
の
銅
材
に
銀
一
両
を
支

払
う
も
の
で
あ
り
、
小
制
銭
の
銷
毀
を
惹
起
し
な
い
よ
う
考
慮
し

た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
こ
の
時
、
督
撫
�
銅
の
円
滑
化
を
期
し
て
�
銅
費
用
を

一
斤
あ
た
り
銀
一
銭
七
分
五
釐
に
増
額
し
て
い
る
。
康
煕
五
五
年

の
規
定
に
従
い
旧
器
皿
・
廃
銅
を
そ
の
重
量
の
六
割
の
紅
銅
に
換

算
す
る
な
ら
ば
、
紅
銅
〇
・
六
斤
の
�
銅
費
用
は
銀
一
銭
五
釐
と

な
る
の
に
対
し
て
旧
器
皿
・
廃
銅
一
斤
の
収
買
価
格
が
京
師
で
は

銀
一
銭
五
分
、
�
銅
八
省
で
は
銀
一
銭
一
分
九
釐
余
り
で
あ
る
か

ら
、
や
は
り
旧
器
皿
・
廃
銅
の
収
買
は
通
常
の
�
銅
に
比
べ
て
費

用
が
か
さ
む
こ
と
に
な
る
。

同
じ
康
煕
五
七
年
に
は
、
宝
泉
局
の
制
銭
鋳
造
で
用
い
る
紅

銅
・
亜
鉛
が
毎
卯
一
〇
万
斤
か
ら
一
二
万
斤
に
増
額
さ
れ
て
い
る
（
14
）
。

そ
れ
は
、
一
卯
に
つ
き
紅
銅
一
万
二
〇
〇
〇
斤
、
年
間
三
六
卯
で

合
計
四
三
万
二
〇
〇
〇
斤
の
追
加
投
入
を
意
味
し
て
い
る
。
康
煕

五
六
〜
五
八
年
に
は
「
信
牌
紛
争
」
中
に
日
本
側
に
滞
留
し
た
康

煕
五
四
〜
五
五
年
分
の
紅
銅
が
加
算
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
、
輸

入
額
は
年
間
三
〇
〇
万
斤
を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
（
表
２
参

照
）、
そ
れ
と
と
も
に
、
年
間
一
三
三
万
斤
の
納
入
を
課
し
た
内

務
府
商
人
に
よ
る
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
も
一
定
程
度
成
果
を
挙
げ

て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
京
師
の
銭
貴
は
続
い
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
一
時
は
危
機
に
瀕
し
た
京
局
�
銅
が
小
康
を
得
た
こ
と

を
背
景
に
、
銭
貴
対
策
と
し
て
宝
泉
局
の
鋳
造
を
拡
大
さ
せ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
宝
源
局
と
合
わ
せ
て
京
局
全
体
で
は
、
一
年
間

に
必
要
と
す
る
紅
銅
は
三
八
八
万
八
〇
〇
〇
斤
に
増
加
し
た
。

翌
康
煕
五
八
年
、
旧
器
皿
・
廃
銅
の
収
買
は
停
止
さ
れ
た
。

『
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
一
四
、
銭
幣
二
、
康
煕
五
八
年
条
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
15
）
。

上
諭
を
奉
ず
ら
く
、「
戸
部
は
見
今
、
旧
銅
・
器
皿
を
採
買

こ
こ

い
く
た

し
、
工
部
も
又
た
採
買
を
行
う
。
京
城
は
焉
に
如
許
の
旧
銅

も
て
採
�
す
る
有
り
。
得
ざ
る
の
時
、
不
肖
の
徒
は
機
に
乗

じ
て
射
利
し
、
必
ず
制
銭
を
将
て
銷
毀
し
転
売
す
る
を
致
す
。

銭
を
毀
か
せ
ば
則
ち
銭
価
は
必
ず
長
じ
、
甚
だ
民
生
に
無
益

史
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な
り
。
著
し
て
大
学
士
・
九
�
等
を
し
て
確
議
せ
し
む
」
と
。

尋
い
で
〔
大
学
士
・
九
�
は
〕
議
言
す
ら
く
、「
見
今
、〔
宝

泉
・
宝
源
〕
両
局
の
貯
す
る
所
の
余
銅
及
び
各
省
の
解
到
す

る
銅
擁
は
以
て
鼓
鋳
を
誤
た
ざ
る
べ
し
。
其
の
旧
銅
を
採
買

す
る
の
例
は
、
応
に
行
う
を
准
さ
ざ
る
べ
し
。
…
…
」
と
。

之
に
従
う
。

康
煕
帝
は
、
旧
器
皿
・
廃
銅
の
収
買
は
制
銭
の
銷
毀
を
招
き
、
そ

れ
が
銭
価
の
騰
貴
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
、
と
の
見
解
を
示
し

て
大
学
士
・
九
�
に
議
覆
を
命
じ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
大
学
士
・

九
�
は
、
銅
の
貯
蔵
お
よ
び
調
達
見
込
み
に
余
裕
が
あ
る
こ
と
を

理
由
と
し
て
、
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
の
停
止
に
賛
同
し
た
の
で
あ

っ
た
。
制
銭
の
銷
毀
は
前
述
の
よ
う
に
収
買
開
始
直
後
か
ら
問
題

視
さ
れ
て
い
た
が
、
京
局
�
銅
が
小
康
を
得
た
こ
と
に
よ
り
、
収

買
を
停
止
で
き
る
環
境
が
初
め
て
整
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
前

述
し
た
よ
う
に
銷
毀
が
問
題
化
し
て
い
た
の
は
専
ら
小
制
銭
で
あ

り
、
そ
の
銭
価
は
低
落
し
て
い
た
。
こ
こ
で
康
煕
帝
が
そ
の
よ
う

な
銭
価
の
二
層
性
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
上
で
「
銭
を
毀
か
せ

ば
則
ち
銭
価
は
必
ず
長
」
ず
と
考
え
て
い
た
の
か
は
定
か
で
な
い
。

こ
う
し
て
正
徳
新
例
と
「
信
牌
紛
争
」
に
よ
る
紅
銅
不
足
を
補

っ
た
康
煕
五
五
年
以
来
の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
策
は
停
止
さ
れ
た

の
で
あ
る
が
、
翌
康
煕
五
九
年
か
ら
は
洋
銅
輸
入
額
が
正
徳
新
例

の
制
限
通
り
に
年
間
三
〇
〇
万
斤
を
下
回
る
よ
う
に
な
り
（
表
２

参
照
）、
京
局
の
�
銅
は
再
び
逼
迫
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

第
二
章

雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
の
成
立
と
京

局
�
銅

康
煕
六
一
年
、
督
撫
�
銅
制
に
改
変
が
加
え
ら
れ
、
江
蘇
省
が

安
徽
・
江
西
・
福
建
・
広
東
四
省
の
紅
銅
納
入
を
、
浙
江
省
が
湖

北
・
湖
南
両
省
の
紅
銅
納
入
を
代
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ

は
洋
銅
調
達
の
円
滑
化
を
図
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
正
徳
新
例

に
よ
っ
て
長
崎
か
ら
の
紅
銅
輸
出
額
が
年
間
三
〇
〇
万
斤
に
制
限

さ
れ
て
い
る
以
上
、
年
間
四
四
三
万
斤
余
り
の
納
入
を
課
せ
ら
れ

た
督
撫
�
銅
が
復
調
す
る
こ
と
は
当
然
あ
り
得
な
か
っ
た
。

同
じ
康
煕
六
一
年
に
は
雲
南
省
が
年
間
一
〇
〇
万
斤
の
�
銅
納

入
を
申
し
出
て
い
る
が
、
中
央
は
輸
送
費
用
が
か
さ
む
こ
と
を
理

由
に
こ
れ
を
退
け
て
い
る
。
上
田
﹇
二
〇
一
二
ａ
﹈
に
お
い
て
詳

述
し
た
よ
う
に
、
京
局
�
銅
に
は
雍
正
三
年
以
降
に
�
銅
が
組
み

込
ま
れ
、
京
局
の
紅
銅
不
足
は
改
善
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、

そ
れ
は
雲
南
省
側
が
洋
銅
減
少
の
実
態
を
見
て
取
っ
て
中
央
に
対

し
て
�
銅
を
粘
り
強
く
�
売
り
込
ん
で
�
い
っ
た
結
果
で
あ
り
、

後
に
も
先
に
も
中
央
か
ら
�
銅
調
達
に
動
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

康
煕
の
最
末
期
か
ら
雍
正
の
最
初
期
に
か
け
て
は
、
清
朝
中
央
は

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

三
七
（
六
七
一
）



た
だ
た
だ
洋
銅
の
輸
入
減
少
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

か
た
や
、
京
師
の
銭
貴
は
一
向
に
鎮
静
化
せ
ず
、
雍
正
元
年
に

は
宝
泉
局
の
鋳
造
定
額
が
年
間
三
六
卯
か
ら
四
〇
卯
に
、
翌
二
年

に
は
宝
源
局
も
同
様
に
三
六
卯
か
ら
四
〇
卯
に
増
額
さ
れ
た
。
京

局
の
紅
銅
需
要
は
康
煕
末
年
に
比
し
て
四
三
万
二
〇
〇
〇
斤
増
加

し
、
年
間
総
額
は
四
三
二
万
斤
と
な
っ
て
、
年
間
三
〇
〇
万
斤
以

上
の
洋
銅
調
達
を
見
込
め
な
い
京
局
�
銅
と
の
乖
離
は
一
層
甚
だ

し
く
な
っ
た
（
表
１
・
表
２
参
照
）。
宝
泉
局
で
は
、
康
煕
六
一

年
末
に
は
紅
銅
二
三
四
万
斤
余
り
を
翌
年
に
繰
り
越
し
た
が
（
16
）
、
一

年
後
の
雍
正
元
年
末
に
は
約
一
〇
〇
万
斤
減
少
し
て
一
三
二
万
斤

余
り
と
な
っ
て
い
た
（
17
）
。

そ
し
て
、
雍
正
二
年
に
至
っ
て
、
旧
器
皿
・
廃
銅
の
収
買
が
再

開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
雍
正
二
年
閏
四
月
二
六
日

の
総
理
事
務
和
碩
怡
親
王
允
祥
等
題
本
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ

る
（
18
）。

ト

シ

管
理
銭
法
戸
部
侍
郎
托
時
疏
称
す
ら
く
、「
…
…
毎
年
鋳
銭

も
と

す
る
こ
と
四
十
卯
に
し
て
、
銅
二
百
八
十
八
万
斤
を
需
む
。

あ
ま

今
、
上
年
の
剰
る
所
の
銅
斤
を
将
て
今
年
の
新
収
の
銅
斤
と

と
も

わ
ず

同
に
合
算
す
れ
ば
、
僅
か
に
今
年
の
夏
秋
二
季
の
鋳
銭
の
用

〔
を
足
た
す
〕
べ
き
の
み
。
応
に
京
城
内
外
・
直
隷
各
省
に

な

行
文
し
て
、
商
・
民
を
論
ず
る
毋
く
旧
器
皿
・
廃
銅
を
将
て

運
送
し
て
局
に
到
る
を
願
う
者
有
ら
ば
其
れ
を
し
て
多
寡
に

拘
ら
ず
到
る
に
随
い
秤
収
す
る
を
許
し
、
戸
部
に
移
咨
し
て

例
に
照
ら
し
て
一
斤
に
銀
一
銭
一
分
九
釐
九
毫
三
絲
を
給
す

ま

べ
し
。
用
を
足
た
す
の
日
を
俟
ち
て
再
た
収
む
る
を
停
む
る

を
行
わ
ん
」
と
等
の
語
。
…
…
応
に
奏
す
る
所
の
如
く
す
べ

も
と

し
。
近
京
の
省
分
、
原
よ
り
銅
斤
を
�
ず
る
省
分
に
令
し
て
、

な
ら并
び
に
順
天
奉
天
二
府
・
宝
泉
局
監
督
に
�
し
て
、
出
示
し

暁
諭
し
、
旗
・
民
を
論
ず
る
毋
く
旧
器
皿
・
廃
銅
を
将
て
送

り
て
局
に
到
る
を
願
う
者
有
ら
ば
、
斤
ご
と
に
銀
一
銭
一
分

九
釐
九
毫
三
絲
を
給
せ
し
め
、
外
解
（
督
撫
�
銅
）
の
紅
銅

用
を
足
た
す
の
日
を
俟
ち
て
停
止
せ
ん
。
如
し
各
省
額
銅
の

外
に
収
め
て
廃
銅
有
ら
ば
、
亦
た
部
に
解
り
て
支
給
し
て
題

銷
す
る
を
准
さ
ん
。

宝
泉
局
に
お
い
て
一
年
間
に
必
要
と
な
る
紅
銅
は
二
八
八
万
斤
に

達
し
て
い
た
が
、
こ
の
雍
正
二
年
閏
四
月
の
時
点
で
は
同
年
冬
季

以
降
の
制
銭
鋳
造
を
行
う
た
め
の
紅
銅
が
欠
乏
し
て
い
た
。
そ
こ

で
戸
部
右
侍
郎
托
時
は
、
京
師
・
各
省
に
お
い
て
旧
器
皿
・
廃
銅

の
収
買
を
再
開
し
、「
例
に
照
ら
し
て
」
一
斤
に
つ
き
銀
一
銭
一

分
九
釐
九
毫
三
絲
を
支
給
す
る
よ
う
提
言
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

議
覆
し
た
怡
親
王
允
祥
ら
は
、
托
時
の
提
議
を
支
持
し
、「
近

史

学

第
八
五
巻
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四
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京
」
諸
省
（
具
体
的
に
ど
の
省
を
指
す
の
か
は
不
明
）、
�
銅
八

省
、
順
天
府
、
奉
天
府
、
宝
源
局
監
督
に
収
買
を
実
施
さ
せ
る
よ

う
答
申
し
、
裁
可
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
督
撫
�
銅
は
、
こ
の
時

点
で
は
前
述
の
よ
う
に
江
蘇
・
浙
江
両
省
が
他
六
省
の
�
銅
を
代

行
し
て
い
た
が
、
こ
こ
で
は
「
原
よ
り
銅
斤
を
�
ず
る
省
分
」
と

あ
る
の
で
、
八
省
す
べ
て
を
指
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。「
例
に

照
ら
し
て
」
と
あ
る
の
は
、
銀
一
銭
一
分
九
釐
九
毫
三
絲
と
い
う

価
格
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
前
述
し
た
康
煕
五
七
年
の
�
銅
八

省
に
対
す
る
収
買
指
令
を
先
例
と
し
て
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
（
19
）
。
た

だ
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
康
煕
五
七
年
の
施
策
は
�
銅
八
省
の
み

を
対
象
と
し
、
ま
た
、
京
師
で
の
収
買
価
格
は
銀
一
銭
五
分
で
あ

っ
た
が
、
托
時
は
全
省
に
お
い
て
収
買
を
実
施
す
る
こ
と
、
価
格

は
京
師
も
含
め
て
一
律
一
銭
一
分
九
釐
九
毫
三
絲
と
す
る
こ
と
を

提
案
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
允
祥
ら
の
議
覆
で
は
、
価

格
は
托
時
の
提
案
通
り
と
し
つ
つ
、
省
の
範
囲
に
つ
い
て
は
「
近

京
」
諸
省
と
�
銅
八
省
に
限
定
し
た
（
そ
の
一
方
で
奉
天
府
が
加

え
ら
れ
た
）
の
で
あ
っ
た
。
戸
部
右
侍
郎
と
し
て
宝
泉
局
の
銅
不

足
に
対
処
し
て
い
た
托
時
が
最
も
前
の
め
り
な
主
張
を
し
て
い
た

こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

康
熙
末
年
の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
が
制
銭
の
銷
毀
を
惹
起
し
て

頓
挫
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
の
収
買
再
開
に
あ
た
っ
て

は
制
銭
銷
毀
の
問
題
が
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
第

一
に
は
京
局
の
紅
銅
不
足
が
あ
ま
り
に
切
迫
し
て
い
た
た
め
と
考

え
ら
れ
、
ま
た
、
収
買
価
格
を
一
銭
五
分
で
は
な
く
一
律
一
銭
一

分
九
釐
余
り
に
抑
え
た
こ
と
で
銷
毀
の
頻
発
を
回
避
で
き
る
と
み

な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
に
加
え
て
、
以

下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
托
時
の
提
議
に
対
す
る
雍
正
帝
の
意
向
が

影
響
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
収
買
再
開
を
提
議
し
た
戸
部
右
侍

郎
托
時
の
題
本
は
『
六
科
史
書
戸
科
』
に
は
見
出
せ
ず
、
当
該

題
本
に
与
え
ら
れ
た
諭
旨
は
前
掲
し
た
允
祥
ら
の
題
本
の
漢
文
に

も
引
用
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
が
、
上
田
﹇
二
〇
一
一
﹈
で
指
摘
し

た
よ
う
に
、
議
覆
の
題
本
を
戸
科
史
書
に
抄
録
す
る
場
合
、
審
議

の
対
象
と
な
っ
た
題
本
に
関
す
る
情
報
を
漢
文
側
で
は
割
愛
し
、

満
文
側
で
は
記
載
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
残
念
な
が
ら
『
六
科

史
書
戸
科
』
は
満
漢
合
璧
題
本
に
関
し
て
は
漢
文
の
み
を
影
印

し
て
お
り
満
文
を
確
認
で
き
な
い
の
だ
が
、
筆
者
は
か
つ
て
中
国

第
一
歴
史
�
案
館
に
お
い
て
前
掲
し
た
允
祥
ら
の
題
本
に
つ
い
て

戸
科
史
書
現
物
を
調
査
し
た
（
20
）
。
そ
の
満
文
に
は
、
漢
文
側
に
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
托
時
題
本
の
処
理
過
程
と
し
て
、

�
筆
で
批
し
た
諭
旨
「
こ
の
上
奏
し
た
こ
と
は
よ
い
。
九
�

と
総
理
事
務
王
大
臣
ら
は
す
み
や
か
に
議
奏
せ
よ
」
と
言
っ

た
こ
と
に
謹
ん
で
従
い
…
…

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

三
九
（
六
七
三
）
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と
あ
っ
て
、
雍
正
帝
が
托
時
題
本
に
対
し
て
特
に
「
こ
の
上
奏
し

た
こ
と
は
よ
い
」
と
の
諭
旨
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
そ
の
時
点
で
、
托
時
の
提
議
を
大
枠
に
お
い
て
是
認
す

る
こ
と
は
既
定
路
線
と
化
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
さ
ら

に
、
允
祥
ら
の
議
覆
に
対
し
て
は
、
史
書
で
は
雍
正
二
年
五
月
八

日
に
「
議
に
依
れ
」
と
の
諭
旨
が
下
っ
た
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、『
雍
正
朝
起
居
注
冊
』
雍
正
二
年
五
月
四
日
丙
午
条
に
は
、

上
曰
く
、「
議
に
依
れ
。
此
の
銅
�
を
採
買
す
る
銀
両
を
将

て
先
ず
発
し
て
銭
局
に
至
り
て
預
備
し
、
銅
�
を
販
売
す
る

者
有
ら
ば
即
ち
に
銀
両
を
給
与
せ
よ
。
着
し
て
戸
部
に
交
与

せ
し
め
よ
」
と
。

と
あ
り
、
議
覆
で
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
収
買
資
金
の
扱
い
に

つ
い
て
雍
正
帝
自
ら
指
示
を
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
（
21
）
。
雍
正

帝
は
托
時
の
提
議
に
対
し
て
、
通
常
の
案
件
の
よ
う
に
単
に
議
覆

を
命
じ
て
そ
の
結
果
を
決
裁
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
を
高

く
評
価
す
る
姿
勢
を
一
貫
し
て
示
し
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
れ
ゆ

え
、
た
と
え
戸
部
が
康
煕
末
年
の
制
銭
の
銷
毀
を
想
起
し
て
い
た

と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
協
議
を
左
右
す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
残

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
旧
器
皿
・
廃
銅
の
収
買
は
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
ま
で
の
収
買
は
あ
く
ま
で
も
廃
材
た
る
旧
器
皿
・
廃
銅
を
対

象
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
官
民
の
黄
銅
器
皿
保
有
を
原
則
禁
止
し

て
強
制
的
に
収
買
す
る
銅
禁
政
策
に
は
含
ま
れ
な
い
。
銅
禁
政
策

は
、
雍
正
三
年
一
〇
月
か
ら
翌
四
年
一
〇
月
に
か
け
て
形
成
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
経
緯
は
既
に
詳
細
に
跡
づ
け
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
﹇
上
田
二
〇
〇
九
�
一
四
一
〜
一
四
五
﹈、
京
局
�
銅
と

の
関
係
を
視
野
に
入
れ
て
お
ら
ず
、
上
述
の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買

策
に
も
全
く
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
以
下
で
は
旧
稿
と
の

重
複
を
極
力
避
け
な
が
ら
銅
禁
政
策
の
形
成
過
程
を
あ
ら
た
め
て

跡
付
け
る
こ
と
に
し
た
い
。

レ
ン
テ
イ

雍
正
三
年
一
〇
月
二
三
日
、
江
西
道
監
察
御
史
勒
因
特
は
題
本

を
上
せ
て
、
制
銭
が
銷
毀
さ
れ
て
黄
銅
器
皿
の
原
料
と
さ
れ
て
い

る
た
め
に
制
銭
流
通
量
が
増
加
せ
ず
銭
価
が
高
止
ま
り
し
て
い
る

と
主
張
し
、
既
製
品
お
よ
び
軍
器
・
楽
器
を
不
問
に
付
す
他
、
黄

銅
器
皿
の
新
規
製
造
を
全
面
的
に
禁
止
す
る
よ
う
提
議
し
た
（
22
）
。
こ

こ
で
確
認
す
べ
き
は
、
第
一
に
、
京
官
た
る
江
西
道
監
察
御
史
の

上
奏
で
あ
り
、
ま
た
、
黄
銅
器
皿
の
製
造
を
「
歩
軍
統
領
・
五

城
・
順
天
府
」
に
取
り
締
ま
ら
せ
る
よ
う
提
案
し
て
い
る
こ
と
か

史
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ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
専
ら
京
師
の
銭
貴
に
関
す
る
提
議
で
あ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
黄
銅
器
皿
の
製
造
禁
止
を
主
張
し
て

い
る
の
み
で
あ
っ
て
、
所
有
禁
止
や
収
買
の
実
施
に
は
一
切
言
及

し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

か
か
る
提
議
は
、
従
来
か
ら
の
黄
銅
器
皿
の
製
造
制
限
を
踏
ま

え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
黄
銅
器
皿
の
製
造
に
関
し
て
は
、
先
述

し
た
よ
う
に
、
既
に
康
煕
一
二
年
に
制
限
令
が
下
っ
て
い
た
。

『
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
一
四
、
銭
幣
二
、
康
煕
一
二
年
条
に
は
、

以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

四
川
道
御
史
羅
人
傑
疏
言
す
ら
く
、「
奸
民
は
制
銭
を
銷
毀

す
で

し
て
銅
器
を
造
作
す
。
応
に
禁
止
を
行
う
べ
し
」
と
。
経
に

九
�
は
議
定
す
ら
く
、「
…
…
私
銷
の
罪
は
私
鋳
に
同
じ
。

嗣
後
、
犯
す
者
有
ら
ば
、
私
鋳
の
例
に
照
ら
し
て
罪
を
論
ず
。

…
…
」
と
。

臣
等
謹
ん
で
按
ず
る
に
、
…
…
議
し
て
銅
器
を
鋳
造
す
る
の

禁
を
行
う
時
、
銭
を
銷
し
て
銅
と
作
す
者
多
き
を
以
て
、
九

�
は
議
定
す
ら
く
、「
民
間
の
市
肆
交
易
に
て
、
紅
銅
鍋
及

す
で

あ
ら
ゆ
る

び
已
に
成
る
銅
器
は
禁
ぜ
ざ
る
外
、
其
の
一
応
黄
銅
器
皿
は
、

な

五
�
以
下
に
在
れ
ば
仍
お
造
売
す
る
を
許
す
の
み
に
し
て
、

其
の
余
は
濫
り
に
鋳
造
を
行
う
を
得
ざ
ら
し
む
。
…
…
」
と
。

こ
こ
に
お
い
て
制
銭
の
銷
毀
は
私
鋳
と
同
罪
と
規
定
さ
れ
る
と
と

も
に
、
制
銭
が
銷
毀
さ
れ
て
黄
銅
器
皿
の
原
材
料
に
な
っ
て
い
る

と
の
認
識
に
基
づ
き
、
黄
銅
器
皿
の
新
規
製
造
は
重
量
五
斤
を
下

回
る
も
の
の
み
許
可
す
る
こ
と
と
な
っ
た
（
23
）
。
勒
因
特
の
提
議
は
、

重
量
五
斤
以
下
で
あ
れ
ば
製
造
を
許
す
と
い
う
例
外
規
定
を
撤
廃

し
、
新
規
製
造
を
完
全
に
禁
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
提
議
に
つ
い
て
九
�
は
雍
正
四
年
正
月
二
四
日
に
議
覆
し

て
、
康
煕
一
八
年
（
一
二
年
に
制
定
し
た
制
限
令
を
一
八
年
に
あ

ら
た
め
て
確
認
し
て
い
る
の
だ
が
、
両
者
を
混
同
し
て
い
る
よ
う

で
あ
る
）
に
重
量
五
斤
以
上
の
黄
銅
器
皿
の
製
造
が
禁
止
さ
れ
、

続
い
て
康
煕
三
六
年
に
制
銭
の
銷
毀
を
失
察
し
た
官
員
の
処
分
規

定
を
定
め
た
こ
と
（
24
）
を
述
べ
た
上
で
、
以
下
の
よ
う
に
主
張
し
て
い

る
（
25
）。

し
か

従
前
、
立
法
は
此
く
の
如
き
の
厳
な
り
。
而
る
に
黄
銅
器
皿

つ
い

は
終
に
未
だ
禁
止
す
る
あ
た
わ
ざ
る
者
な
り
。
臣
等
其
の
故

縁
を
推
原
す
る
に
、
定
例
の
時
は
禁
ず
る
に
但
だ
未
だ
造
ら

ざ
る
の
銅
器
を
将
て
し
、
其
の
已
に
成
る
の
銅
器
は
不
議
に

置
け
ば
、
民
間
は
総
じ
て
新
製
有
る
に
已
に
成
る
に
托
名
し
、

一
時
に
は
分
別
し
稽
査
し
難
し
。
又
た
新
た
に
造
る
の
銅
器

は
惟
だ
五
斤
以
上
を
禁
じ
、
五
斤
以
下
な
れ
ば
概
し
て
不
問

か
ろ

に
置
け
ば
、
民
間
は
但
だ
其
の
形
式
を
小
ん
じ
て
並
び
に
定

む
る
所
の
斤
両
に
遵
照
せ
ず
、
法
久
し
く
し
て
玩
生
じ
る
に

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

四
一
（
六
七
五
）



お
よ	
び
、
新
た
に
幾
十
斤
の
銅
器
を
造
り
て
公
然
と
買
売
す
。

か此
く
て
黄
銅
器
の
終
に
断
つ
あ
た
わ
ず
、
其
の
弊
制
銭
を
銷

燬
す
る
に
至
る
。

こ
こ
に
お
い
て
九
�
は
、
従
来
の
黄
銅
器
皿
の
製
造
制
限
令
で

は
新
規
製
造
さ
れ
た
黄
銅
器
皿
を
既
製
品
と
偽
ら
れ
る
と
判
別
が

難
し
く
、
ま
た
、
新
規
製
造
は
重
量
五
斤
以
下
に
限
る
と
い
う
規

定
も
遵
守
さ
れ
ず
に
数
十
斤
も
の
黄
銅
器
皿
が
公
然
と
売
買
さ
れ
、

そ
れ
ゆ
え
制
銭
の
銷
毀
を
阻
止
で
き
な
か
っ
た
と
の
見
解
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
上
で
九
�
は
、
政
策
の
厳
格
化
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
提
議
し
た
。

臣
等
公
同
し
て
酌
議
す
る
に
以
為
え
ら
く
、
制
銭
を
銷
毀
す

ふ
さ

た

る
の
源
を
杜
が
ん
と
欲
す
れ
ば
、
唯
だ
厳
し
く
黄
銅
器
皿
の

禁
を
立
つ
る
に
在
る
の
み
な
り
。
如
し
制
銭
を
銷
毀
す
る
有

こ
と
ご
と

れ
ば
悉
く
定
例
に
照
ら
し
て
治
罪
す
る
外
、
嗣
後
、
器
皿
を

製
造
す
る
は
、
紅
白
銅
は
禁
ぜ
ざ
る
を
除
き
、
其
の
黄
銅
の

楽
器
・
軍
器
・
天
平
・
法
馬
・
等
子
及
び
五
斤
以
下
の
円
鏡

も
亦
た
禁
ぜ
ざ
る
を
除
く
外
、
其
の
余
の
一
応
の
器
皿
は
大

と
も

小
軽
重
を
論
ず
る
毋
く
倶
に
仍
お
黄
銅
を
用
い
て
製
造
す
る

を
許
さ
ず
。
…
…
其
の
已
に
成
る
の
銅
器
は
、
売
る
を
情
願

す
る
者
有
ら
ば
倶
に
廃
銅
と
作
し
て
交
官
し
て
価
値
を
給
与

す
。
…
…
査
す
る
に
、
江
南
（
江
蘇
）・
浙
江
・
湖
北
・〔
湖

南
・
〕
福
建
・
広
東
の
六
省
は
現
在
銅
斤
を
採
�
す
。
雍
正

二
年
閏
四
月
、
総
理
事
務
王
大
臣
・
九
�
は
銭
法
侍
郎
托
時

の
廃
銅
を
収
買
す
る
を
議
覆
す
る
疏
内
に
て
、「
各
省
を
し

て
銅
斤
を
採
買
せ
し
む
る
の
外
、
収
め
て
廃
銅
有
ら
ば
、
亦

た
其
れ
を
し
て
部
に
解
る
を
准
し
、
部
定
の
毎
斤
一
銭
一
分

九
釐
九
毫
三
絲
の
価
に
照
ら
し
て
核
算
せ
ん
」
と
。
旨
を
奉

じ
た
る
に
、「
議
に
依
れ
」
と
。
欽
み
従
い
行
文
し
て
案
に

在
り
。
今
、
各
省
の
旧
銅
器
も
て
既
に
廃
銅
と
作
し
て
交
官

し
て
値
を
給
す
れ
ば
、
応
に
江
南
・
浙
・


・
広
東
・
湖

南
・
湖
北
等
の
省
に
行
令
し
て
、
此
の
項
の
交
官
す
る
廃
銅

を
将
て
斤
ご
と
に
価
銀
一
銭
一
分
九
釐
九
毫
三
絲
を
給
与
し
、

即
ち
銅
斤
を
委
�
す
る
の
員
に
交
与
し
て
採
買
せ
し
む
べ
し
。

…
…
広
西
・
貴
州
・
江
西
の
三
省
に
至
り
て
は
、
�
銅
の
事

無
し
と
雖
も
、
然
る
に
広
西
と
広
東
、
貴
州
と
湖
広
、
江
西

と
江
南
は
倶
に
壌
地
相
接
し
一
水
通
聯
し
た
れ
ば
、
応
に
広

西
の
廃
銅
を
将
て
広
東
に
帰
し
、
貴
州
の
廃
銅
は
湖
広
に
帰

し
、
江
西
の
廃
銅
は
江
南
に
帰
し
、
即
ち
著
し
て
三
省
の
委

員
を
し
て
収
買
せ
し
め
ん
。
…
…
直
隷
・
山
東
の
二
省
は
京

師
に
至
る
に
甚
だ
近
く
、
倶
に
舟
楫
の
通
ず
べ
き
有
れ
ば
、

応
に
各
州
県
を
し
て
分
収
せ
し
め
、
収
む
る
所
の
廃
銅
を
将

て
布
政
使
に
交
し
て
彙
斉
し
て
部
に
解
ら
し
め
ん
。
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す
な
わ
ち
、
楽
器
・
軍
器
な
ど
の
一
部
例
外
を
除
い
て
、
重
量
如

何
に
関
わ
ら
ず
黄
銅
器
皿
の
製
造
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
放
置
さ
れ
て
き
た
既
製
品
の
黄
銅
器
皿
の
売
却
を
希
望
す
る

者
が
あ
れ
ば
「
廃
銅
と
作
し
て
」
収
買
す
る
こ
と
を
提
言
し
た
の

で
あ
る
（
所
有
禁
止
に
は
踏
み
込
ん
で
い
な
い
）。
収
買
に
関
し

て
、
�
銅
を
行
う
省
と
し
て
「
江
蘇
・
浙
江
・
湖
北
・〔
湖

南
・
〕
福
建
・
広
東
の
六
省
（
26
）
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
江

蘇
・
浙
江
両
省
に
よ
る
�
銅
の
代
行
が
雍
正
二
年
で
終
了
し
、
翌

雍
正
三
年
か
ら
は
江
蘇
省
が
安
徽
・
江
西
両
省
の
�
銅
を
代
行
す

る
以
外
は
旧
に
復
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
九
�
は
、
こ
の
六
省

の
「
廃
銅
（
と
み
な
さ
れ
た
黄
銅
器
皿
）」
に
は
雍
正
二
年
開
始

の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
、
広
西
・
貴
州
・
江

西
の
三
省
の
「
廃
銅
（
と
み
な
さ
れ
た
黄
銅
器
皿
）」
は
前
記
の

六
省
に
移
送
さ
せ
て
同
様
に
扱
い
、
直
隷
・
山
東
両
省
の
「
廃
銅

（
と
み
な
さ
れ
た
黄
銅
器
皿
）」
は
京
師
に
直
接
送
ら
せ
る
よ
う
提

議
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
雲
南
省
に
つ
い
て
は
既
に
開
始
さ
れ
て

い
た
自
省
の
制
銭
鋳
造
に
供
し
、
山
西
・
陝
西
・
河
南
・
四
川
の

四
省
に
つ
い
て
は
京
師
ま
で
の
輸
送
が
困
難
で
あ
る
た
め
に
暫
時

そ
れ
ぞ
れ
の
省
に
保
管
し
た
後
、
自
省
で
制
銭
鋳
造
を
行
う
か
京

師
に
送
る
か
を
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
覆
は
、

雍
正
帝
に
よ
っ
て
そ
の
ま
ま
裁
可
さ
れ
た
。

こ
の
提
議
は
明
ら
か
に
、
売
却
希
望
の
黄
銅
器
皿
を
「
廃
銅
」

と
言
い
換
え
た
上
で
、
雍
正
二
年
に
開
始
さ
れ
て
い
た
旧
器
皿
・

廃
銅
収
買
の
対
象
に
取
り
込
も
う
と
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
。
別

言
す
れ
ば
、
廃
材
の
み
な
ら
ず
黄
銅
器
皿
全
般
へ
、
ま
た
、
特
定

地
域
の
み
な
ら
ず
漢
地
全
域
へ
と
、
収
買
の
対
象
を
拡
張
し
た
も

の
と
い
え
る
。
し
か
も
、
も
と
も
と
勒
因
特
の
上
奏
は
京
師
の
銭

貴
を
問
題
視
し
た
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
の
に
、
康
煕
一
二
年
以

来
漢
地
全
域
に
施
行
さ
れ
て
い
た
黄
銅
器
皿
の
製
造
制
限
令
を
改

正
す
る
と
い
う
レ
ト
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
漢
地
全
域
を
対
象
と
し

た
政
策
立
案
に
見
事
に
�
す
り
替
え
�
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
お

い
て
、
各
省
で
京
師
と
同
様
の
銭
貴
が
発
生
し
て
い
た
こ
と
を
示

す
文
言
は
一
切
み
ら
れ
な
い
。

純
粋
に
制
銭
の
銷
毀
防
止
の
文
脈
か
ら
黄
銅
器
皿
の
収
買
が
要

請
さ
れ
、
そ
こ
で
既
存
の
旧
器
皿
・
廃
銅
の
収
買
体
制
が
援
用
さ

れ
た
だ
け
│
│
と
み
る
の
は
無
理
が
あ
る
。
こ
の
時
期
、
京
局
�

銅
の
状
況
は
一
層
悪
化
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
な
か

っ
た
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宝
泉
局
に
お
い
て

は
、
雍
正
二
年
は
収
買
さ
れ
た
旧
器
皿
・
廃
銅
が
一
五
万
〇
四
五

九
斤
、
そ
の
他
に
納
入
さ
れ
た
廃
銅
が
六
〇
三
一
斤
、
一
方
、
紅

銅
の
納
入
は
�
銅
定
額
に
遠
く
及
ば
な
い
二
〇
一
万
三
九
六
三
斤

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
定
額
通
り
四
〇
卯
の
制
銭
鋳
造
を
実
施
し
、

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

四
三
（
六
七
七
）



紅
銅
二
八
〇
万
八
〇
〇
〇
斤
に
よ
っ
て
三
九
卯
、
旧
器
皿
・
廃
銅

一
二
万
斤
に
よ
っ
て
一
卯
を
ま
か
な
っ
た
。
翌
年
に
繰
り
越
さ
れ

る
紅
銅
は
五
三
万
一
四
九
三
斤
で
あ
り
、
旧
器
皿
・
廃
銅
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
が
三
万
六
四
九
〇
斤
と
計
算
さ
れ
る
（
27
）
。
翌
雍
正
三

年
は
、
収
買
さ
れ
た
旧
器
皿
・
廃
銅
は
七
二
万
四
九
七
六
斤
、
そ

の
他
に
い
か
な
る
経
緯
に
よ
る
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
内
務
府
商

人
范
毓
�
か
ら
納
入
さ
れ
た
廃
銅
が
一
七
万
七
七
六
〇
斤
、
一
方
、

紅
銅
の
納
入
は
前
年
並
み
の
二
〇
五
万
三
九
九
一
斤
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
定
額
通
り
四
〇
卯
の
制
銭
鋳
造
を
実
施
し
た
が
、
紅
銅
は

二
三
九
万
四
〇
〇
〇
斤
を
費
や
し
て
三
三
・
二
五
卯
分
を
ま
か
な

う
に
と
ど
ま
り
、
旧
器
皿
・
廃
銅
八
〇
万
九
九
九
九
斤
に
よ
っ
て

六
・
七
五
卯
分
を
ま
か
い
、
辛
う
じ
て
四
〇
卯
の
鋳
造
を
達
成
し

た
。
翌
年
に
繰
り
越
さ
れ
る
紅
銅
は
一
九
万
一
四
八
五
斤
に
ま
で

減
少
し
、
ほ
と
ん
ど
払
底
寸
前
で
あ
り
、
旧
器
皿
・
廃
銅
の
繰
り

越
し
額
も
一
二
万
九
二
二
七
斤
に
過
ぎ
な
か
っ
た
（
28
）
（
後
掲
表
３
参

照
）。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
前
述
し
た
雍
正
四
年
正
月
の
九

�
の
議
覆
は
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
名
目
的
に
は
九
�
の

議
覆
と
は
い
え
、
戸
部
尚
書
張
廷
玉
を
筆
頭
上
奏
者
と
す
る
題
本

で
あ
り
、
当
事
者
た
る
戸
部
あ
る
い
は
戸
工
両
部
が
議
論
を
主
導

し
た
と
み
て
よ
い
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
上
記
の
よ
う
な
深
刻
な

銅
不
足
と
無
関
係
に
提
議
が
ま
と
め
ら
れ
た
と
考
え
る
方
が
無
理

で
あ
ろ
う
。

こ
の
議
覆
に
み
ら
れ
る
前
述
し
た
よ
う
な
レ
ト
リ
ッ
ク
は
、
佐

伯
﹇
一
九
七
一
（
初
出
一
九
五
九
）﹈
や
李
﹇
二
〇
〇
四
﹈
な
ど

の
先
行
研
究
で
は
全
く
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
の
先
行
研

究
は
『
皇
朝
文
献
通
考
』
や
『
欽
定
大
清
会
典
事
例
（
光
緒

朝
）』（
記
載
内
容
は
本
稿
で
用
い
て
い
る
『
欽
定
大
清
会
典
則

例
』
に
同
じ
）
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
官
撰
書
の
記
載

は
勒
因
特
題
本
に
も
雍
正
二
年
以
来
の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
策
に

も
一
切
触
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
官
撰
書
で
は

『
大
清
世
宗
憲
皇
帝
実
録
』
巻
四
〇
、
雍
正
四
年
正
月
己
未
（
二

六
日
）
条
に
、
当
該
議
覆
の
冒
頭
に
引
用
さ
れ
た
勒
因
特
題
本
の

概
要
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
先
行
研
究
で
も
利

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
雍
正
二
年
以
来
の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
策
に

関
し
て
は
『
皇
朝
文
献
通
考
』『
欽
定
大
清
会
典
事
例
（
光
緒

朝
）』
と
同
様
、
触
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
勒
因
特
題
本
や
雍

正
二
年
以
来
の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
策
と
の
関
係
は
、
戸
科
史
書

に
抄
録
さ
れ
た
九
�
の
議
覆
そ
の
も
の
に
分
析
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
し
得
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

雍
正
帝
は
こ
の
議
覆
を
一
度
は
そ
の
ま
ま
裁
可
し
た
。
し
か
し
、

同
年
九
月
七
日
に
至
っ
て
、
諸
王
・
文
武
大
臣
・
九
�
ら
に
次
の

よ
う
な
上
諭
を
下
し
て
、
協
議
を
命
じ
た
（
29
）
。
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今
、
鼓
鋳
の
銭
は
日
に
増
す
に
、
而
る
に
銭
文
は
其
の
多
き

を
見
ず
、
銭
価
は
仍
お
復
た
減
じ
ず
。
是
れ
必
ず
や
奸
民
利

を
図
り
て
制
銭
を
銷
燬
し
て
器
皿
を
打
造
す
る
の
事
有
ら
ん
。

つ
い

若
し
銅
器
を
禁
止
せ
ず
ば
、
則
ち
銭
価
は
究
に
平
ず
る
あ
た

わ
ず
、
以
て
民
間
の
用
に
便
な
ら
し
む
る
無
か
ら
ん
。
従
前
、

九
�
は
議
し
て
黄
銅
器
皿
を
製
造
す
る
を
許
さ
ざ
ら
し
む
。

其
の
已
に
成
る
の
銅
器
は
出
売
す
る
を
情
願
す
る
者
有
れ
ば

倶
に
廃
銅
と
作
し
て
交
官
し
て
価
値
を
給
与
す
。
朕
思
う
に
、

此
く
の
如
く
奉
行
す
れ
ば
、
究
に
積
弊
を
尽
除
す
る
あ
た
わ

ず
、
且
つ
些
微
な
る
物
件
も
亦
た
彙
集
し
交
官
し
難
く
、
終

に
有
名
無
実
に
属
す
。
嗣
後
、
京
城
の
内
、
三
品
以
上
の
官

員
は
銅
器
を
用
い
る
を
准
す
を
除
く
外
、
其
の
余
の
人
等
は

黄
銅
器
皿
を
用
い
る
を
得
ざ
ら
し
め
、
限
を
三
年
と
定
め
て

あ
ら
ゆ
る

其
れ
を
し
て
所
有
黄
銅
器
皿
を
将
て
悉
く
出
売
を
行
い
、
当

官
は
応
に
得
べ
き
の
価
を
給
与
す
。
…
…
此
く
の
如
く
せ
ば
、

長
く
毀
銭
・
製
器
の
弊
を
杜
ぐ
べ
く
し
て
、
国
宝
は
流
通
し

民
用
は
充
裕
し
、
実
に
大
い
に
裨
益
有
る
を
為
す
。
著
し
て

九
�
を
し
て
確
議
し
具
奏
せ
し
め
よ
。

こ
こ
で
雍
正
帝
は
、
黄
銅
器
皿
の
売
却
希
望
者
を
募
る
だ
け
で
は

「
有
名
無
益
」
に
な
る
と
懸
念
し
、
京
師
に
お
い
て
三
品
以
上
の

官
員
を
例
外
と
し
て
官
民
の
所
有
す
る
黄
銅
器
皿
を
三
年
以
内
に

強
制
収
買
す
る
計
画
を
示
し
て
、
九
�
に
協
議
を
命
じ
た
。
収
買

し
た
黄
銅
器
皿
の
用
途
に
は
一
切
言
及
し
て
お
ら
ず
、
論
点
は
制

銭
銷
毀
の
撲
滅
に
絞
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
、
銭
貴

の
地
域
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
（
そ
れ
は
こ
れ
以
降
の
雍
正
帝
の

上
諭
に
も
共
通
す
る
）
が
、
各
省
の
貨
幣
動
向
に
関
す
る
雍
正
年

間
の
史
料
を
最
大
限
精
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
雍
正
帝
が
各
省
に

関
し
て
問
題
視
し
て
い
た
の
は
制
銭
の
非
流
通
と
私
鋳
銭
の
横
溢

で
あ
っ
て
（
制
銭
の
銷
毀
が
事
態
を
悪
化
さ
せ
る
点
に
お
い
て
は

銭
貴
と
同
じ
）、
銭
価
に
注
意
を
払
っ
て
い
た
形
跡
は
見
出
せ
な

い
。
こ
の
こ
と
は
既
に
上
田
﹇
二
〇
一
三
﹈
に
お
い
て
綿
密
に
検

討
し
た
と
こ
ろ
な
の
で
、
こ
こ
で
は
再
論
し
な
い
。

右
の
上
諭
を
受
け
て
九
�
は
同
月
二
一
日
に
議
覆
し
て
（
30
）
、
雍
正

帝
の
原
案
を
全
面
的
に
支
持
し
た
上
で
、
各
省
に
つ
い
て
も
「
悉

く
京
師
の
例
に
照
ら
し
て
均
し
く
三
年
を
以
て
限
と
為
し
て
交

収
」
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
雍
正
帝
は
一
〇
月

九
日
付
の
諭
旨
に
お
い
て
、
各
省
に
関
し
て
は
ま
ず
直
隷
各
府
と

そ
の
他
諸
省
の
省
城
に
お
い
て
試
行
す
る
よ
う
指
示
し
た
（
31
）
。

九
�
の
議
覆
に
お
い
て
は
、
黄
銅
器
皿
の
使
途
に
言
及
し
な
か

っ
た
雍
正
帝
の
上
諭
と
異
な
っ
て
、
京
師
に
お
い
て
収
買
し
た
黄

銅
器
皿
は
「
銭
局
（
京
局
）
に
解
交
し
て
以
て
鼓
鋳
に
供
す
」
こ

と
を
し
っ
か
り
記
し
て
お
り
、
議
論
を
主
導
し
た
で
あ
ろ
う
戸
部

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

四
五
（
六
七
九
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な
い
し
戸
工
両
部
が
相
変
わ
ら
ず
こ
の
問
題
を
京
局
の
銅
不
足
解

消
と
関
連
づ
け
て
い
た
こ
と
が
垣
間
見
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、

黄
銅
器
皿
の
所
有
禁
止
を
一
挙
に
漢
地
全
域
に
施
行
す
る
よ
う
主

張
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
雍
正
帝
は
お
そ
ら
く
、
強
硬
な
政
策
で
あ

る
が
ゆ
え
に
慎
重
な
滑
り
出
し
を
図
っ
て
京
師
の
み
の
施
行
を
計

画
し
、
九
�
の
議
覆
に
対
し
て
も
直
隷
各
府
と
そ
の
他
省
城
の
施

行
に
と
ど
め
る
よ
う
命
じ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
裏
返
せ
ば
、
戸
部

な
い
し
戸
工
両
部
は
そ
の
よ
う
な
配
慮
を
事
実
上
度
外
視
し
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
い
か
に
京
局
の
銅
不
足
解
消
に
偏
重
し

た
判
断
を
下
し
て
い
た
か
が
見
て
取
れ
る
。

か
く
し
て
、
雍
正
四
年
一
〇
月
九
日
付
の
諭
旨
を
も
っ
て
、
黄

銅
器
皿
の
製
造
禁
止
と
官
民
か
ら
の
黄
銅
器
皿
の
強
制
収
買
と
を

組
み
合
わ
せ
た
銅
禁
政
策
は
成
立
に
至
っ
た
。
そ
れ
を
も
た
ら
し

た
最
大
の
要
因
は
、
銭
貴
が
続
く
京
師
に
制
銭
を
安
定
供
給
す
べ

き
京
局
の
深
刻
な
銅
不
足
で
あ
っ
た
。
次
章
で
は
、
銅
禁
政
策
の

そ
の
後
の
推
移
を
追
う
と
と
も
に
、
銅
禁
政
策
を
生
み
落
と
す
要

因
と
な
っ
た
京
局
�
銅
に
銅
禁
政
策
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た

ら
し
た
の
か
を
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

第
三
章

銅
禁
政
策
の
そ
の
後
の
推
移
と
京
局
�
銅

銅
禁
政
策
の
経
過
を
み
る
上
で
注
意
を
要
す
る
の
は
、
各
省
に

お
い
て
収
買
さ
れ
た
黄
銅
器
皿
が
当
初
の
決
定
と
は
異
な
っ
て
京

局
で
は
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
省
の
制
銭
鋳
造
に
供
さ
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
の
よ
う
な
変
更
を
命
じ
た

こ
と
を
示
す
史
料
が
全
く
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

雍
正
帝
は
、
雍
正
四
年
一
二
月
一
九
日
に
都
察
院
・
五
城
御
史

に
上
諭
を
下
し
て
、
黄
銅
器
皿
収
買
の
趣
旨
を
周
知
す
る
よ
う
命

じ
た
（
32
）
。
そ
の
な
か
に
「
凡
そ
民
間
の
有
す
る
所
〔
の
黄
銅
器
皿
〕

は
、
倶
に
価
を
給
し
て
其
れ
を
し
て
交
官
せ
し
め
、
以
て
鼓
鋳
に

資
す
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
雍
正
帝
が
収
買
し
た
黄
銅
器
皿
の
使
途

に
言
及
し
た
最
初
の
事
例
と
な
る
が
、「
鼓
鋳
」
が
京
局
の
制
銭

鋳
造
の
み
を
指
し
て
い
る
の
か
各
省
を
も
含
め
て
い
る
の
か
は
定

か
で
な
い
。
雍
正
五
年
正
月
六
日
に
は
、
京
師
の
旗
人
に
対
し
て

上
諭
を
下
し
、
黄
銅
器
皿
を
速
や
か
に
供
出
す
る
よ
う
命
じ
て
い

る
（
33
）。
こ
こ
で
は
収
買
し
た
黄
銅
器
皿
の
使
途
に
直
接
言
及
す
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
雍
正
五
年
四
月
六
日
に
は
戸
部
に
上
諭
を
下
し
、

各
省
の
省
城
以
外
の
地
域
に
お
い
て
も
銅
禁
政
策
を
施
行
す
る
よ

う
命
じ
て
い
る
が
（
34
）
、
こ
こ
で
も
収
買
し
た
黄
銅
器
皿
の
使
途
に
は

触
れ
て
い
な
い
。
つ
い
で
同
年
九
月
六
日
に
は
各
省
督
撫
ら
に
上

諭
を
下
し
、
督
撫
ら
が
銅
禁
政
策
を
「
実
力
奉
行
」
し
て
い
な
い

と
叱
責
す
る
と
と
も
に
、
従
来
は
三
品
以
上
の
官
員
に
許
可
し
て

き
た
黄
銅
器
皿
の
使
用
を
一
品
の
み
に
限
定
す
る
こ
と
を
命
令
し
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た
（
35
）。
こ
こ
で
も
や
は
り
、
収
買
し
た
黄
銅
器
皿
の
使
途
に
関
し
て

述
べ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
以
上
四
道
の
上
諭
に
お
い
て
力
説
さ
れ

て
い
る
の
は
専
ら
制
銭
銷
毀
の
害
で
あ
り
、
そ
れ
を
撲
滅
す
る
た

め
の
手
段
と
し
て
黄
銅
器
皿
の
使
用
禁
止
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
雍
正
四
年
一
二
月
一
九
日
の
上
諭
で
は
「
並
び
に
朕
の
需
用

す
る
処
有
る
に
非
ず
」
と
記
し
て
、
皇
帝
の
私
利
私
欲
の
た
め
に

黄
銅
器
皿
を
買
い
漁
っ
て
い
る
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
警
戒
し
て

お
り
、
で
あ
れ
ば
収
買
し
た
黄
銅
器
皿
が
制
銭
鋳
造
に
供
さ
れ
て

「
民
便
」
に
資
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
強
調
し
て
も
よ
さ
そ
う
な

と
こ
ろ
だ
が
、
そ
う
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
雍
正
帝
は
銅
禁
政

策
を
額
面
通
り
制
銭
銷
毀
防
止
策
と
し
て
、
あ
る
い
は
真
意
は
と

も
か
く
官
民
に
対
し
て
は
専
ら
そ
の
一
面
を
強
調
す
べ
き
政
策
と

し
て
理
解
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一
連
の
上
諭

か
ら
は
収
買
し
た
黄
銅
器
皿
の
使
途
に
関
す
る
明
確
な
文
言
を
見

出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

個
々
の
上
奏
文
に
関
し
て
は
、
筆
者
が
奏
摺
・
題
本
（
史
書
）

を
調
査
し
た
限
り
で
は
、
収
買
し
た
黄
銅
器
皿
を
各
省
の
制
銭
鋳

造
に
供
す
る
こ
と
に
言
及
し
た
最
も
早
い
史
料
は
雍
正
六
年
正
月

二
六
日
の
河
南
総
督
田
文
鏡
奏
摺
に
与
え
ら
れ
た
次
の
諭
旨
で
あ

る
（
36
）。

各
省
の
銅
開
炉
に
足
る
時
、
再
た
加
え
て
各
省
制
銭
を
鼓
鋳

た

し
て
用
に
敷
る
時
、
雑
銭
を
将
て
一
に
厳
禁
す
れ
ば
、
私
鋳

や

の
事
も
亦
た
尽
く
息
む
べ
し
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
黄
銅
器
皿
の
使
途
の
変
更
を
命
じ
る
も
の
で
は

な
く
、
各
省
が
黄
銅
器
皿
を
用
い
て
制
銭
を
鋳
造
し
た
後
の
私
鋳

銭
駆
除
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
時
点
で
既

に
、
少
な
く
と
も
雍
正
帝
の
認
識
と
し
て
は
、
各
省
が
収
買
し
た

黄
銅
器
皿
は
そ
れ
ぞ
れ
の
省
の
制
銭
鋳
造
に
供
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

次
に
、
雍
正
六
年
九
月
二
九
日
の
署
理
直
隷
総
督
何
世
�
題
本

に
は
、「
該
臣
等
、
銅
器
を
収
買
し
て
以
て
鼓
鋳
に
敷
る
の
一
案

を
看
得
す
る
に
…
…
」
と
あ
る
（
37
）
。
た
だ
し
こ
れ
は
戸
科
史
書
に
抄

録
す
る
に
際
し
て
か
な
り
省
略
し
た
文
言
で
あ
り
、
こ
の
題
本
に

つ
い
て
議
覆
し
た
雍
正
六
年
一
一
月
三
〇
日
の
総
理
戸
部
事
務
和

碩
怡
親
王
允
祥
等
題
本
に
は
、
何
世
�
題
本
を
引
用
し
た
部
分
に

次
の
よ
う
に
あ
る
（
38
）
。

部
咨
を
准
ず
る
に
、「
該
省
銅
若
干
を
収
め
即
ち
開
鋳
す
べ

き
の
処
を
将
て
速
議
し
具
奏
せ
し
む
。
…
…
」
と
等
の
因
。

も
と
の
何
世
�
題
本
に
記
さ
れ
て
い
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
文
言

だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
直
隷
に
は
雍
正
六
年
九
月
二

九
日
ま
で
に
制
銭
鋳
造
開
始
の
奏
請
を
催
促
す
る
戸
部
の
咨
文
が

届
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
お
そ
ら
く
は
同
じ
戸
部

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

四
七
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一
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の
咨
文
を
よ
り
詳
し
く
引
い
た
も
の
と
し
て
、
雍
正
六
年
一
二
月

二
六
日
の
江
西
巡
撫
張
坦
麟
奏
摺
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
（
39
）
。

本
年
八
月
初
十
日
に
部
咨
を
接
准
す
る
に
、
旨
を
奉
ず
ら
く
、

「
従
前
曾
て
諭
旨
を
降
し
て
各
省
を
し
て
銅
器
を
収
買
し
局

す

で

を
設
け
て
鼓
鋳
せ
し
め
、
已
経
に
三
載
と
な
る
に
、
何
ぞ
以

て
各
該
督
撫
は
并
び
に
未
だ
鼓
鋳
を
奏
請
せ
ざ
ら
ん
や
。
爾

す
み
や
か

の
部
は
即
速
に
行
査
せ
よ
」
と
。
此
れ
を
欽
め
り
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
雍
正
六
年
八
月
一
〇
日
に
江
西
巡
撫
張
坦
麟
が

受
け
取
っ
た
戸
部
の
咨
文
に
は
、
各
省
に
黄
銅
器
皿
を
収
買
し
て

制
銭
を
鼓
鋳
す
る
よ
う
命
じ
て
か
ら
「
已
経
に
三
載
（
三
年
）」

に
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
各
省
が
開
鋳
を
奏
請
し
て
こ
な
い
理
由
を

調
査
す
る
よ
う
戸
部
に
諭
旨
が
下
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。

「
已
経
に
三
載
（
三
年
）」
と
い
う
こ
と
は
、
雍
正
帝
は
銅
禁
政
策

を
開
始
し
た
雍
正
四
年
の
段
階
で
各
省
に
制
銭
鋳
造
を
命
じ
て
い

た
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
前
章
で
詳
述
し
た
よ
う
に
、
雍
正
四
年
九
月
七
日
か

ら
一
〇
月
九
日
に
か
け
て
雍
正
帝
と
九
�
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
銅

禁
政
策
の
実
施
に
関
す
る
論
議
に
お
い
て
は
、
売
却
希
望
者
を
対

象
と
す
る
収
買
か
ら
強
制
収
買
に
切
り
替
え
る
に
あ
た
っ
て
、
一

部
諸
省
を
除
い
て
黄
銅
器
皿
は
京
局
に
集
積
す
る
と
い
う
同
年
正

月
二
四
日
の
九
�
議
覆
の
内
容
に
変
更
は
全
く
加
え
ら
れ
て
い
な

い
。
つ
い
で
同
年
一
二
月
一
九
日
に
都
察
院
と
五
城
御
史
に
下
っ

た
上
諭
で
は
、
先
述
し
た
よ
う
に
黄
銅
器
皿
を
制
銭
鋳
造
に
供
す

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
京
局
へ
の
集
積
と

い
う
従
来
の
方
針
を
変
更
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
利
用
可
能

な
史
料
に
基
づ
く
限
り
、
雍
正
四
年
に
各
省
に
対
し
て
制
銭
鋳
造

を
命
じ
た
と
い
う
雍
正
帝
の
言
葉
を
裏
付
け
る
も
の
は
見
つ
け
出

せ
な
い
。

こ
れ
以
後
、
雍
正
帝
は
各
省
に
制
銭
鋳
造
の
実
施
を
重
ね
て
要

求
し
て
い
く
。
そ
こ
で
督
撫
ら
に
対
し
て
強
調
し
て
い
た
の
は
、

前
掲
田
文
鏡
奏
摺
に
与
え
た
諭
旨
と
同
様
に
、
制
銭
を
充
裕
さ
せ

た
後
に
私
鋳
銭
を
一
挙
に
厳
禁
す
る
と
い
う
構
想
で
あ
っ
た
﹇
上

田
二
〇
一
三
﹈。
官
民
全
般
に
向
け
た
上
諭
に
お
い
て
は
制
銭
の

銷
毀
防
止
に
重
点
を
置
き
、
収
買
し
た
黄
銅
器
皿
の
使
途
に
ほ
と

ん
ど
言
及
し
て
い
な
か
っ
た
雍
正
帝
は
、
雍
正
六
年
以
降
、
各
省

督
撫
に
対
し
て
は
私
鋳
銭
を
駆
除
す
る
た
め
の
手
段
で
あ
る
こ
と

を
強
調
し
て
銅
禁
政
策
を
推
し
進
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

各
省
で
の
銅
禁
政
策
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
て
よ
り
詳

し
く
考
察
す
る
こ
と
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
本
稿
に
お
い
て
確
認
し

て
お
く
べ
き
は
、
各
省
に
お
い
て
収
買
さ
れ
た
黄
銅
器
皿
は
京
局

で
は
な
く
各
省
の
制
銭
鋳
造
に
供
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
（
雍
正
六
年
八
月
頃
の
戸
部
の
咨
文
以
前
に
各
省
か

史

学
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ら
京
局
に
黄
銅
器
皿
が
移
送
さ
れ
た
様
子
も
な
い
）。
京
局
に
は
、

京
師
で
収
買
さ
れ
た
黄
銅
器
皿
が
供
さ
れ
る
の
み
と
な
っ
た
。
で

は
、
そ
れ
は
京
局
�
銅
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
り
、
京
局
の
制

銭
鋳
造
に
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

従
来
利
用
可
能
で
あ
っ
た
史
料
に
は
、
銅
器
・
廃
銅
を
利
用
し

た
京
局
の
制
銭
鋳
造
に
関
し
て
、『
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
一
五
、

銭
幣
三
、
雍
正
五
年
条
の
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
知
ら
れ
る
の
み

で
あ
っ
た
。

宝
泉
・
宝
源
二
局
を
し
て
収
む
る
所
の
銅
器
を
以
て
定
額
の

外
に
加
卯
し
て
鼓
鋳
せ
し
む
。

臣
等
謹
ん
で
按
ず
ら
く
、
両
局
の
加
鋳
は
初
め
六
卯
よ
り
逓

増
し
、
十
五
、六
卯
不
等
に
至
る
。
…
…
其
の
毎
年
の
銅
・

鉛
を
配
鋳
す
る
の
正
額
は
仍
お
四
十
一
卯
と
為
す
。
雍
正
十

年
よ
り
以
後
、
宝
源
局
は
正
額
を
減
じ
て
三
十
七
卯
と
為
し
、

十
三
年
に
至
り
て
復
た
各
お
の
四
十
一
卯
と
為
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宝
泉
・
宝
源
両
局
は
定
額
の
四
一
卯
（
雍
正
一

〇
〜
一
二
年
の
宝
源
局
は
三
七
卯
）
の
ほ
か
に
銅
器
・
廃
銅
を
用

い
て
年
間
六
〜
一
六
卯
の
加
鋳
（
追
加
鋳
造
）
を
行
っ
た
こ
と
に

な
る
。
こ
れ
は
果
た
し
て
ど
の
程
度
実
態
を
反
映
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
以
下
で
検
証
し
た
い
。
な
お
、
具
体
像
を
明
ら
か
に

で
き
る
の
は
戸
科
史
書
に
多
く
の
関
係
題
本
を
見
出
せ
る
宝
泉
局

の
み
と
な
る
が
、
宝
泉
・
宝
源
両
局
の
鋳
造
規
模
は
ほ
ぼ
二
対
一

な
の
で
、
宝
泉
局
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
宝
源
局
の
実

績
は
そ
の
ほ
ぼ
半
分
で
あ
っ
た
と
み
な
し
て
京
局
全
体
の
状
況
を

推
定
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

表
３
は
、『
六
科
史
書
戸
科
』
所
収
の
題
本
一
二
件
お
よ
び

『
明
清
�
案
』
所
収
の
題
本
一
件
に
依
拠
し
て
、
雍
正
元
年
か
ら

乾
隆
元
年
ま
で
の
宝
泉
局
に
お
け
る
紅
銅
お
よ
び
銅
器
・
廃
銅
の

状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

既
に
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
雍
正
元
年
に
は
宝
泉
局
の
鋳
造

定
額
は
三
六
卯
か
ら
四
〇
卯
に
加
増
さ
れ
て
い
た
が
、
京
局
�
銅

の
不
調
に
よ
り
、
雍
正
二
・
三
年
に
は
旧
器
皿
・
廃
銅
に
よ
っ
て

辛
う
じ
て
定
額
を
達
成
す
る
状
態
に
陥
っ
て
い
た
。
続
く
雍
正
四

年
に
は
鋳
造
定
額
が
四
一
卯
に
加
増
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
紅
銅

と
亜
鉛
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
の
は
三
三
・
三
三
卯
に
過
ぎ
ず
、

旧
定
額
の
不
足
分
六
・
六
七
卯
と
加
増
分
の
一
卯
は
銅
器
・
廃
銅

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。
紅
銅
不
足
は
引
き
続
き
深
刻
な

状
態
で
あ
り
、
鋳
造
定
額
の
加
増
は
銅
器
・
廃
銅
な
し
に
は
全
く

な
し
得
な
い
ば
か
り
か
、
旧
定
額
さ
え
も
少
な
か
ら
ず
銅
器
・
廃

銅
に
依
存
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
翌
雍
正
五
年
も
、
紅
銅
・
亜
鉛

に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た
の
は
三
八
・
八
四
卯
に
と
ど
ま
っ
た
が
、

そ
の
一
方
で
、
銅
器
・
廃
銅
に
よ
っ
て
八
・
一
六
卯
の
鋳
造
が
行

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅
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わ
れ
、
定
額
の
四
一
卯
に
上
乗
せ
し
て
六
卯
の
加
鋳
が
実
施
さ
れ

た
。
銅
禁
政
策
成
立
前
後
の
こ
の
よ
う
な
切
迫
し
た
状
況
は
、
前

掲
の
『
皇
朝
文
献
通
考
』
の
記
載
か
ら
は
全
く
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

銅
器
・
廃
銅
は
単
に
追
加
的
な
制
銭
鋳
造
を
も
た
ら
し
た
の
で
は

な
く
、
紅
銅
だ
け
で
は
制
銭
鋳
造
が
定
額
を
大
き
く
下
回
る
危
機

的
局
面
を
打
開
し
、
そ
の
上
で
定
額
外
の
追
加
鋳
造
を
も
可
能
に

し
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
特
筆
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
後
は
、
雍
正
三
年
か
ら
京
局
�
銅
に
組
み
込
ま
れ
た
�
銅

の
納
入
に
よ
っ
て
紅
銅
調
達
は
徐
々
に
復
調
し
て
い
く
﹇
上
田
二

〇
一
二
ａ
﹈。
ま
た
、
雍
正
五
年
に
紅
銅
と
亜
鉛
の
配
鋳
比
率
が

六
対
四
か
ら
五
対
五
に
改
定
さ
れ
た
こ
と
も
、
紅
銅
不
足
を
緩
和

さ
せ
た
（
表
１
参
照
）。
雍
正
六
年
に
は
紅
銅
・
亜
鉛
に
よ
っ
て

定
額
の
四
一
卯
が
全
て
ま
か
な
わ
れ
、
五
年
ぶ
り
に
銅
器
・
廃
銅

に
依
存
せ
ず
し
て
定
額
通
り
の
鋳
造
が
達
成
さ
れ
た
。
そ
れ
に
加

え
て
、
銅
器
・
廃
銅
に
よ
っ
て
九
卯
の
加
鋳
が
な
さ
れ
た
。
こ
の

年
の
鋳
造
額
（
合
計
五
〇
卯
）
は
、
雍
正
年
間
に
お
い
て
最
大
で

あ
る
。
翌
雍
正
七
年
は
、
紅
銅
・
亜
鉛
に
よ
る
鋳
造
が
定
額
を

〇
・
五
卯
上
回
る
四
一
・
五
卯
、
銅
器
・
廃
銅
に
よ
る
鋳
造
が
五
・

五
卯
、
雍
正
八
年
は
、
紅
銅
・
亜
鉛
に
よ
る
鋳
造
が
定
額
通
り
の

四
一
卯
、
銅
器
・
廃
銅
に
よ
る
鋳
造
が
二
卯
で
あ
っ
た
。
紅
銅
・

亜
鉛
に
よ
っ
て
定
額
通
り
の
鋳
造
が
行
わ
れ
、
銅
器
・
廃
銅
に
よ

っ
て
追
加
鋳
造
が
な
さ
れ
る
と
い
う
『
皇
朝
文
献
通
考
』
の
記
載

に
ほ
ぼ
一
致
し
た
状
況
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
銅
器
・
廃
銅
の
調

達
額
は
急
減
し
て
雍
正
四
・
五
年
の
十
分
の
一
以
下
と
な
り
、
銅

器
・
廃
銅
に
よ
る
鋳
造
も
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
。

雍
正
九
年
に
は
紅
銅
・
亜
鉛
に
よ
っ
て
定
額
四
一
卯
が
ま
か
な

わ
れ
た
の
み
な
ら
ず
、
加
鋳
五
卯
の
鋳
造
が
な
さ
れ
た
。
紅
銅
調

達
は
完
全
に
持
ち
直
し
て
い
た
。
紅
銅
・
亜
鉛
に
よ
る
鋳
造
と
し

翌年への繰り越し額

銅器・廃銅

0
36,490

129,227
592,952
959,143
504,789
121,580

57,940
37,698

863
26,633
37,624

105,667
（売却処分）

～三九］において卯数を四〇

110,180斤が実存に添加されて

55,360斤が新収に追加されて
いた銅を差し引いた他に、工

越し額として記載しているのは

料に記載された数値をそのまま
大きな不一致ではないので、

紅 銅

1,325,530
531,493
191,485

1,224,858
1,662,574
2,649,561
3,231,965
1,933,076
3,244,597
2,859,481
1,737,697
2,802,101
4,042,103
5,348,280

史
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表 3 雍正元年～乾隆元年の宝泉局における紅銅および銅器・廃銅の状況
（卯数を除いて単位は斤。斤未満切り捨て）

制銭鋳造での使用額

銅器・廃銅

卯数

0.00
1.00
6.75
7.67
8.16
9.00
5.50
2.00
1.00
0.75
0.00
0.00
？

1.00

①『六科史書戸科』第 9冊、416418頁、雍正 2年 3月 29日、戸部右侍郎托時題本。
②『六科史書戸科』第 20冊、1012頁、雍正 3年 6月 3日、戸部右侍郎塞徳等題本。
③『六科史書戸科』第 28冊、184187頁、雍正 4年 7月 4日、総理戸部事務和碩怡親王允祥等題本。
④『六科史書戸科』第 37冊、8992頁、雍正 5年 5月 27日、戸部右侍郎托時等題本。なお、上田［二〇一二：三八
としたのは誤りであった。

フ タイ

⑤『六科史書戸科』第 46冊、453455頁、雍正 6年 5月 24日、戸部右侍郎傅泰題本。
⑥『六科史書戸科』第 58冊、2730頁、雍正 7年 5月 29日、署理戸部左侍郎常徳寿題本。

ア サン

⑦『六科史書戸科』第 70冊、494497頁、雍正 8年 6月 3日、署理戸部右侍郎阿山題本。
⑧『六科史書戸科』第 79冊、358360頁、雍正 9年 5月 6日、戸部右侍郎兪兆晟題本。
⑨『六科史書戸科』第86冊、317319頁、雍正10年7月26日、戸部右侍郎長有等題本。この時、「歴年贏余銅」
いる。
⑩『六科史書戸科』第 91冊、3840頁、雍正 11年 6月 15日、戸部右侍郎長有等題本。
⑪『六科史書戸科』第97冊、368373頁、雍正12年6月13日、戸部右侍郎托時等題本。ここでは、「盤庫贏余」
いるので、それを差し引いた額1,504,487斤がこの年度の�銅実績となる。また、原存と新収の和から鋳銭に用
部に移送した 792斤および「虧空紅銅」4,839斤を差し引いた額が実存となっている。
⑫『六科史書戸科』第 104冊、255259頁、雍正 13年 6月 4日、戸部右侍郎托時等題本。
⑬『明清�案』第74冊、A7445、乾隆2年7月3日、大学士仍管吏部戸部尚書事張廷玉等題本。雍正13年の繰り
この題本に記された旧存の額。
※この表では、原存と新収の和から開除を差し引いた額が実存に完全に一致しない年次がみられるが、註記した史
記入したものである。題本もしくはそれを抄録した戸科史書の誤記かもしれないが、行論に支障をきたすような
ひとまずその数値に従っておく。

0
120,000
809,999
920,000
980,000

1,080,000
660,000
240,000
120,000

90,224
0
0

？
98,141

紅 銅

卯数

40.00
39.00
33.25
33.33
38.84
41.00
41.50
41.00
46.00
45.25
41.00
41.00
？

40.00

2,880,000
2,808,000
2,394,000
2,400,000
2,460,000
2,580,000
2,688,000
2,664,000
2,958,000
2,999,504
2,676,000
2,725,727
？

2,468,574

新規納入額

銅器・廃銅

その他納入

0
6,031

177,760
91,230
85,804
92,888
14,044
70,220

8,747
21,397

9,656
694
？
6,542

収 買

0
150,459
724,976

1,292,495
1,260,387

532,758
262,756
106,139

91,025
53,114
22,113
11,376
？
1,933

紅 銅

1,858,634
2,013,963
2,053,991
3,433,373
2,897,716
3,566,986
3,270,394
1,365,111
4,159,325
2,674,311
1,559,847
3,790,131
？

3,774,761

年 代

雍正元年 ①
2年 ②
3年 ③
4年 ④
5年 ⑤
6年 ⑥
7年 ⑦
8年 ⑧
9年 ⑨

10年 ⑩
11年 ⑪
12年 ⑫
13年

乾隆元年 ⑬

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

五
一
（
六
八
五
）



て
は
、
こ
れ
が
雍
正
年
間
最
大
と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
年
、

銅
器
・
廃
銅
の
調
達
額
が
年
間
一
〇
万
斤
を
下
回
り
、
銅
器
・
廃

銅
に
よ
る
鋳
造
は
わ
ず
か
一
卯
に
と
ど
ま
っ
た
。
翌
雍
正
一
〇
年

も
紅
銅
・
亜
鉛
に
よ
っ
て
大
き
く
定
額
を
上
回
る
四
五
・
二
五
卯

の
鋳
造
が
な
さ
れ
た
が
、
銅
器
・
廃
銅
に
よ
る
鋳
造
は
〇
・
七
五

卯
に
ま
で
縮
小
し
た
。
こ
の
二
年
間
は
追
加
鋳
造
の
ほ
と
ん
ど
が

紅
銅
・
亜
鉛
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
前
掲
し

た
『
皇
朝
文
献
通
考
』
の
記
載
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

雍
正
一
一
・
一
二
年
に
は
銅
器
・
廃
銅
に
よ
る
鋳
造
が
全
く
行

わ
れ
な
か
っ
た
。
雍
正
一
三
年
は
史
料
が
な
い
の
で
具
体
的
な
こ

と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
乾
隆
元
年
へ
の
銅
器
・
廃
銅
の
繰
り
越
し

額
が
前
年
に
比
べ
て
少
な
か
ら
ず
増
加
し
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら

く
は
こ
の
年
も
銅
器
・
廃
銅
を
用
い
た
鋳
造
は
な
さ
れ
な
か
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
乾
隆
元
年
に
は
銅
器
・
廃
銅
と
亜
鉛
に
よ

っ
て
一
卯
の
鋳
造
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
の
年
、
銅
禁
政
策
は
停
止

さ
れ
た
。
雍
正
一
二
年
に
は
制
銭
一
文
の
重
量
が
一
銭
四
分
か
ら

一
銭
二
分
に
削
減
さ
れ
、
雍
正
五
年
の
配
合
比
率
改
定
に
続
い
て

紅
銅
需
要
を
縮
小
さ
せ
た
（
表
１
参
照
）。
な
お
、
乾
隆
元
年
に

は
紅
銅
・
亜
鉛
を
用
い
た
鋳
造
が
四
〇
卯
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、

銅
器
・
廃
銅
・
亜
鉛
に
よ
る
一
卯
と
あ
わ
せ
て
定
額
四
一
卯
を
満

た
す
形
と
な
っ
て
い
る
が
、
紅
銅
に
は
か
な
り
の
余
裕
が
あ
る

（
亜
鉛
も
同
様
）。
上
田
﹇
二
〇
一
二
ａ
�
四
一
﹈
で
指
摘
し
た
よ

う
に
、
こ
の
頃
は
京
師
の
銭
貴
が
い
く
ら
か
沈
静
化
し
て
い
た
た

め
に
追
加
鋳
造
が
見
送
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
皇
朝
文
献
通
考
』
に
は
、
銅
器
・
廃
銅
に
よ
る
追
加
鋳
造
が

六
〜
一
六
卯
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
宝
泉
局
で
は

最
大
で
も
九
卯
で
あ
っ
た
。
六
〜
一
六
卯
と
い
う
数
字
は
宝
源
局

の
卯
数
と
合
計
し
た
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
は
っ
き
り
し

た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。

雍
正
二
年
か
ら
乾
隆
元
年
ま
で
の
一
三
年
間
に
宝
泉
局
が
収
買

し
た
銅
器
・
廃
銅
は
四
五
〇
万
斤
余
り
（
約
二
七
〇
〇
ト
ン
）
に

達
し
、
そ
の
他
の
経
緯
で
納
入
さ
れ
た
廃
銅
を
加
え
て
五
一
五
万

斤
余
り
（
約
三
一
〇
〇
ト
ン
）
が
制
銭
鋳
造
に
供
さ
れ
、
合
計
四

二
・
八
二
卯
の
鋳
造
が
実
現
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
鋳
造
さ
れ
た

制
銭
は
お
よ
そ
五
三
万
四
四
〇
〇
串
（
五
億
三
四
四
〇
万
文
）
に

及
ぶ
。
仮
に
、
宝
源
局
の
銅
器
・
廃
銅
調
達
と
銅
器
・
廃
銅
を
用

い
た
制
銭
鋳
造
が
宝
泉
局
の
半
分
の
規
模
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
京

局
全
体
で
は
銅
器
・
廃
銅
の
収
買
額
は
六
七
五
万
斤
（
四
〇
五
〇

ト
ン
）
前
後
、
制
銭
鋳
造
額
は
八
〇
万
一
六
〇
〇
串
（
八
億
〇
一

六
〇
万
文
）
前
後
に
な
る
。

こ
う
し
て
雍
正
年
間
の
宝
泉
局
の
制
銭
鋳
造
を
追
跡
し
て
み
る

と
、
一
度
は
行
き
詰
ま
っ
た
京
局
�
銅
が
�
銅
の
組
み
込
み
、
紅

史
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銅
の
配
合
比
率
削
減
、
制
銭
の
重
量
削
減
に
よ
っ
て
持
ち
直
し
て

い
く
ま
で
の
過
渡
期
に
お
い
て
、
銅
器
・
廃
銅
収
買
が
極
め
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
京
局
の
紅
銅

不
足
を
解
消
す
べ
く
収
買
の
開
始
と
拡
充
を
求
め
て
働
き
か
け
を

続
け
た
戸
部
の
意
図
に
見
合
っ
た
結
果
が
得
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
そ
こ
か
ら
は
乾
隆
元
年
の
銅
禁
政
策
停
止
に
対
し
て
も
考

察
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
雍
正
帝
の
死
後

た
だ
ち
に
銅
禁
政
策
が
停
止
さ
れ
た
の
は
、
強
硬
な
こ
の
政
策
が

官
民
に
様
々
な
負
担
を
強
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
収
買
額
が

年
々
減
少
し
て
お
り
回
復
が
見
込
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
雍
正
帝

が
執
着
し
た
各
省
の
私
鋳
銭
横
溢
は
現
実
に
民
間
経
済
に
さ
し
た

る
不
都
合
を
も
た
ら
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
見
逃
せ
な
い

が
、
最
も
根
本
的
な
要
因
は
、
そ
も
そ
も
銅
禁
政
策
を
必
要
不
可

欠
な
ら
し
め
た
京
局
�
銅
の
行
き
詰
ま
り
が
既
に
完
全
に
克
服
さ

れ
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
銅
禁
政
策
の
実
施
状
況
如
何
に
関
わ

ら
ず
、
多
額
の
余
剰
を
生
む
に
至
っ
て
い
た
京
局
�
銅
は
も
は
や

銅
器
・
廃
銅
を
求
め
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

雍
正
年
間
の
銅
禁
政
策
に
関
し
て
、
先
行
研
究
は
、
漢
地
全
域

に
広
が
る
銭
貴
へ
の
対
応
策
と
み
な
す
点
で
は
一
致
し
つ
つ
、
制

銭
鋳
造
の
原
材
料
調
達
策
と
し
て
の
側
面
を
本
質
と
み
な
す
見
解

と
制
銭
銷
毀
の
防
止
策
と
し
て
の
側
面
を
本
質
と
み
な
す
見
解
が

そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
い
ず
れ
も
京
局
�
銅

と
の
関
係
は
史
料
的
制
約
の
た
め
に
具
体
的
に
論
じ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
本
稿
で
は
、
筆
者
が
前
稿
ま
で
に
お
い
て
明

ら
か
に
し
た
よ
う
に
銭
貴
は
こ
の
当
時
ま
だ
京
師
と
そ
の
近
隣
で

し
か
問
題
化
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
新
出
史
料
の

『
六
科
史
書
戸
科
』
を
活
用
し
て
京
局
�
銅
と
の
関
係
を
中
心
に

銅
禁
政
策
の
政
策
過
程
を
再
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
以
下
の

よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

徳
川
幕
府
が
施
行
し
た
正
徳
新
例
に
よ
っ
て
長
崎
か
ら
の
洋
銅

流
入
が
減
少
し
、
京
局
�
銅
は
康
煕
末
年
か
ら
深
刻
な
紅
銅
不
足

に
直
面
し
た
。
一
方
で
同
時
期
に
京
師
で
は
銭
貴
が
発
生
し
、
制

銭
供
給
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
康
煕
五
五
年
に
開
始
さ
れ

た
旧
器
皿
・
廃
銅
の
収
買
は
、
小
制
銭
の
銷
毀
を
惹
起
し
た
こ
と

も
あ
っ
て
、
紅
銅
不
足
が
一
時
的
に
緩
和
さ
れ
た
康
煕
五
八
年
に

停
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
紅
銅
不
足
は
再
び
悪
化
し
て
雍
正
初
頭

に
京
局
�
銅
は
完
全
に
行
き
詰
ま
り
、
そ
こ
で
雍
正
二
年
に
旧
器

皿
・
廃
銅
の
収
買
が
再
開
さ
れ
た
。
つ
い
で
制
銭
銷
毀
を
防
止
す

る
見
地
か
ら
黄
銅
器
皿
の
製
造
制
限
の
強
化
が
提
言
さ
れ
る
と
、

雍
正
四
年
に
、
漢
地
全
域
に
お
い
て
黄
銅
器
皿
製
造
の
原
則
禁
止

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅
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に
加
え
て
黄
銅
器
皿
の
収
買
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
さ
ら

に
そ
れ
が
強
化
さ
れ
て
黄
銅
器
皿
の
所
有
が
原
則
禁
止
さ
れ
、
銅

禁
政
策
が
成
立
す
る
に
至
っ
た
。
雍
正
二
年
以
降
の
銅
器
・
廃
銅

収
買
は
、
�
銅
調
達
な
ど
に
よ
っ
て
京
局
�
銅
が
復
調
す
る
ま
で

の
期
間
に
お
い
て
京
局
の
紅
銅
不
足
を
補
填
す
る
決
定
的
な
役
割

を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
な
銅
器
・
廃
銅
収
買
を
主
導
し
た
の
は
、

戸
部
な
い
し
戸
工
両
部
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
雍
正

帝
は
、
当
初
は
制
銭
の
銷
毀
防
止
の
た
め
に
銅
禁
政
策
の
厳
格
な

遂
行
を
命
じ
、
や
が
て
黄
銅
器
皿
を
原
材
料
と
し
て
各
省
に
制
銭

鋳
造
を
行
わ
せ
て
各
省
に
横
溢
し
て
い
る
私
鋳
銭
を
駆
逐
し
よ
う

と
目
論
み
、
督
撫
ら
を
急
き
立
て
て
い
っ
た
。
そ
の
雍
正
帝
が
世

を
去
る
と
、
京
局
�
銅
は
既
に
完
全
に
持
ち
直
し
て
お
り
、
も
は

や
銅
禁
政
策
を
必
要
と
す
る
者
は
存
在
せ
ず
、
銅
禁
政
策
は
廃
止

さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

貨
幣
史
的
展
開
を
跡
付
け
る
上
で
、
雍
正
年
間
の
状
況
を
詳
細

に
解
明
す
る
こ
と
は
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
あ
る
。
そ
の
点
に

お
い
て
、
銭
貴
が
既
に
漢
地
全
域
に
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
理
解

と
表
裏
一
体
で
議
論
さ
れ
て
い
た
銅
禁
政
策
を
以
上
の
よ
う
に
京

局
�
銅
の
補
助
的
施
策
と
し
て
捉
え
直
す
こ
と
は
極
め
て
重
大
な

意
味
を
も
つ
。
雍
正
年
間
に
銭
貴
が
深
刻
化
し
て
清
朝
政
府
が
対

応
を
迫
ら
れ
た
の
は
あ
く
ま
で
も
京
師
と
そ
の
近
隣
に
限
ら
れ
、

各
省
に
関
し
て
は
雍
正
帝
が
私
鋳
銭
の
駆
逐
に
拘
泥
し
た
だ
け
で

あ
っ
た
と
す
る
筆
者
の
持
論
は
、
本
稿
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
た
。

ま
た
、
銅
器
・
廃
銅
の
収
買
が
京
局
の
制
銭
鋳
造
を
支
え
た
期

間
は
ほ
ん
の
数
年
間
で
は
あ
る
が
、
そ
う
し
て
最
も
困
難
な
時
期

を
切�

り�

抜�

け�

て�

し�

ま�

っ�

た�

こ
と
は
、
後
年
の
貨
幣
政
策
に
対
し
て

見
え
ざ
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
�
銅
組
み

込
み
に
よ
る
京
局
�
銅
の
復
調
は
、
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
、
省
財

政
上
の
動
機
か
ら
雲
南
省
が
�
銅
の
採
用
を
清
朝
中
央
に
働
き
か

け
た
結
果
で
あ
っ
た
﹇
上
田
二
〇
一
二
ａ
﹈。
続
く
乾
隆
年
間
に

は
、
�
銅
の
増
産
に
よ
っ
て
京
局
の
み
な
ら
ず
多
く
の
省
で
制
銭

鋳
造
が
活
発
化
し
た
が
、
清
朝
中
央
は
�
銅
の
分
配
に
つ
い
て
、

京
局
に
優
先
的
に
供
給
さ
せ
る
こ
と
を
命
じ
る
の
み
で
あ
り
、
そ

の
結
果
、
各
省
の
制
銭
鋳
造
は
各
地
域
の
経
済
状
況
と
は
ほ
ぼ
無

関
係
に
各
省
の
財
政
的
要
因
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
極
め
て
い
び

つ
な
供
給
体
制
と
な
っ
た
﹇
上
田
二
〇
〇
九
�
二
六
五
〜
三
一

八
﹈。
も
し
も
雍
正
年
間
の
銅
器
・
廃
銅
収
買
が
実
現
し
て
い
な

け
れ
ば
、
お
そ
ら
く
清
朝
中
央
は
�
銅
の
確
保
と
調
整
に
自
ら
乗

り
出
す
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際

に
は
、
銅
器
・
廃
銅
の
収
買
に
よ
っ
て
京
局
�
銅
の
破
綻
を
免
れ
、

そ
の
結
果
、
清
朝
中
央
が
以
後
依
存
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
�
銅

を
中
枢
的
に
統
御
す
る
契
機
は
失
わ
れ
た
。
む
し
ろ
こ
の
こ
と
こ

史
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そ
が
、
雍
正
年
間
の
銅
器
・
廃
銅
収
買
に
見
出
さ
れ
る
べ
き
最
大

の
歴
史
的
意
義
と
い
え
る
。

参
考
文
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啓
二
﹇
一
九
九
一
﹈
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期
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」『
東
洋

史
研
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四
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﹈

│
│
│
│
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﹈
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史
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│
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﹈
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孫

曉
瑩
﹇
二
〇
一
〇
﹈
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康
煕
朝
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務
府
商
人
と
日
本
銅
」『
東
ア

ジ
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文
化
環
流
』
三
（
二
）、
二
七
〜
四

七
頁

黨

武
彦
﹇
二
〇
一
一
﹈
『
清
代
経
済
政
策
史
の
研
究
』
汲
古
書
院

李

強
﹇
二
〇
〇
四
﹈
「
論
雍
正
時
期
的
銅
禁
政
策
」『
学
術
界
』

一
〇
四
、
一
一
八
〜
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二
八
頁

│
│
│
│
﹇
二
〇
〇
八
﹈
『
金
融
視
角
下
的
「
康
乾
盛
世
」』
黄
山
書

社

劉

序
楓
﹇
一
九
九
九
﹈
「
清
康
熙
〜
乾
隆
年
間
洋
銅
的
進
口
与
流
通

問
題
」『
中
国
海
洋
発
展
史
』
七
、
九
三

〜
一
四
四
頁

王

徳
泰
﹇
二
〇
一
三
﹈
『
清
代
前
期
銭
幣
制
度
形
態
研
究
』
中
国
社

会
科
学
出
版
社

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

五
五
（
六
八
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王

萌
﹇
二
〇
一
〇
﹈
「
康
煕
朝
後
期
的
銅
政
改
革
与
内
務
府
官

商
」『
清
史
研
究
』
二
〇
一
〇
（
二
）

註（
１
）
本
稿
で
は
「
漢
地
」
を
清
代
に
お
け
る
京
師
お
よ
び
省
制
施
行

地
域
（
直
隷
を
含
む
）
を
総
称
す
る
術
語
と
し
て
用
い
る
。

（
２
）
貨
幣
史
的
展
開
の
概
要
と
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
、
上
田
﹇
二

〇
〇
九
�
三
〜
二
五
﹈
参
照
。
そ
こ
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
近
年

の
研
究
成
果
と
し
て
、
李
強
﹇
二
〇
〇
八
﹈、
王
徳
泰
﹇
二
〇
一

三
﹈
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
上
田
﹇
二
〇
〇
九
﹈
執
筆
時
に
は
単

行
本
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
黨
武
彦
の
一
連
の
研
究
が
黨
﹇
二
〇

一
一
﹈
に
、
足
立
啓
二
の
一
連
の
研
究
が
足
立
﹇
二
〇
一
二
﹈
に

ま
と
め
ら
れ
た
。
両
書
に
関
し
て
は
と
も
に
複
数
の
書
評
が
発
表

さ
れ
て
い
る
が
、
貨
幣
史
的
観
点
か
ら
論
じ
た
も
の
と
し
て
上
田

﹇
二
〇
一
二
ｂ；

二
〇
一
五
﹈
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）
そ
の
よ
う
な
視
角
が
有
効
か
つ
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
上
田

﹇
二
〇
〇
九
﹈
に
お
い
て
明
確
に
示
し
た
。

（
４
）
同
様
の
観
点
か
ら
、
乾
隆
後
半
に
お
け
る
制
銭
流
通
の
混
乱
に

対
し
て
も
考
察
を
開
始
し
て
い
る
﹇
上
田
二
〇
一
四
﹈。

（
５
）
た
だ
し
足
立
﹇
二
〇
一
二
�
四
六
〇
〜
四
六
一
﹈
は
、「
鋳
造

の
動
機
は
、
需
要
に
対
応
し
た
供
給
拡
大
と
い
う
よ
り
は
、
依
然

と
し
て
制
銭
非
流
通
と
銷
毀
へ
の
対
応
が
前
面
に
出
さ
れ
て
い

る
」
と
も
記
し
て
お
り
、
注
目
す
べ
き
で
あ
る
が
、
二
件
の
奏
摺

を
註
記
す
る
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
考
察
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
足
立
は
「
小
経
営
」
の
量
的
拡
大
に
よ
っ
て
銅
銭
需
要
が
拡

大
し
て
い
っ
た
こ
と
に
叙
述
の
重
点
を
置
い
て
お
り
、
多
数
の
奏

摺
を
先
駆
的
に
利
用
し
な
が
ら
も
結
局
は
清
朝
を
「
市
場
の
渇
望

に
応
じ
て
」
制
銭
を
供
給
す
る
存
在
と
し
て
描
い
て
お
り
、
市
場

と
の
不
連
続
面
に
注
目
し
て
清
朝
の
政
策
過
程
そ
れ
自
体
を
検
討

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
筆

者
と
足
立
と
の
研
究
上
の
相
違
点
を
│
│
共
鳴
す
る
部
分
も
あ
る

か
ら
こ
そ
厳
密
に
│
│
指
摘
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
足
立
の
関
心

の
あ
り
よ
う
を
否
定
す
る
も
の
で
は
全
く
な
い
。

（
６
）
吏
科
史
書
も
雍
正
朝
の
も
の
は
『
雍
正
朝
内
閣
六
科
史
書
吏

科
』（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
と
し
て
影
印
出
版
さ

れ
て
い
る
。

（
７
）
さ
ら
に
、
本
稿
の
論
述
に
は
直
接
関
係
し
な
い
が
、
雍
正
帝
と

総
督
・
巡
撫
ら
と
の
や
り
取
り
に
関
し
て
も
、
奏
摺
を
用
い
ず
題

本
に
よ
っ
て
政
策
決
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
数
多
く
、
ま
た
、
雍
正

帝
が
題
本
と
奏
摺
と
を
巧
み
に
併
用
し
て
自
ら
の
企
図
し
た
通
り

に
政
策
を
実
現
さ
せ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。
上
田

﹇
二
〇
一
二
ａ
﹈
参
照
。

（
８
）
以
下
、
京
局
の
�
銅
と
制
銭
鋳
造
に
つ
い
て
は
、
特
に
断
ら
な

い
限
り
、﹇
上
田
二
〇
〇
九
�
一
一
〇
〜
一
二
一
、
一
七
七
〜
一
九

二
﹈
参
照
。

（
９
）
『
大
清
聖
祖
仁
皇
帝
実
録
』
巻
二
七
一
、
康
煕
五
六
年
三
月
壬

午
（
二
七
日
）
条
。

（
１０
）
康
煕
三
〇
年
代
末
か
ら
同
四
〇
年
代
に
か
け
て
は
内
務
府
商
人

が
京
局
�
銅
を
担
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
香
坂
昌
紀
﹇
一
九

八
一
﹈・
孫
曉
瑩
﹇
二
〇
一
〇
﹈・﹇
王
萌
二
〇
一
〇
﹈
が
専
論
し
て

い
る
が
、
こ
の
旧
器
皿
・
廃
銅
収
買
に
は
言
及
し
て
い
な
い
。

（
１１
）
『
大
清
聖
祖
仁
皇
帝
実
録
』
巻
二
七
二
、
康
煕
五
六
年
六
月
己

史
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亥
（
一
六
日
）
条
・
壬
子
（
二
九
日
）
条
に
こ
の
論
議
に
関
す
る

記
載
が
あ
り
、
こ
の
論
議
が
な
さ
れ
た
日
付
を
特
定
で
き
る
が
、

記
載
内
容
は
『
皇
朝
文
献
通
考
』
の
方
が
格
段
に
詳
細
で
あ
る
。

（
１２
）
『
清
代
起
居
注
冊
康
煕
朝
（
北
京
所
蔵
）』
第
一
二
冊
、
康
煕

四
五
年
七
月
六
日
辛
酉
条
。

（
１３
）
『
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
一
四
、
銭
幣
二
、
康
煕
六
一
年
条
。

（
１４
）
『
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
一
四
、
銭
幣
二
、
康
煕
五
七
年
条
。

（
１５
）
『
大
清
聖
祖
仁
皇
帝
実
録
』
巻
二
八
三
、
康
煕
五
八
年
三
月
壬

辰
（
一
九
日
）
条
に
こ
の
論
議
に
関
す
る
記
載
が
あ
り
、
こ
の
論

議
が
な
さ
れ
た
日
付
を
特
定
で
き
る
。
な
お
、『
欽
定
大
清
会
典
則

例
』
巻
四
四
、
戸
部
、
銭
法
、
�
銅
、
康
煕
五
六
年
条
に
「
銭
局

の
旧
器
廃
銅
を
収
買
す
る
を
停
止
す
」
と
あ
る
が
、
明
ら
か
に
康

煕
五
八
年
の
誤
り
。

（
１６
）
『
六
科
史
書
戸
科
』
第
二
冊
、
一
八
〇
〜
一
八
二
頁
、
雍
正
元

年
四
月
一
六
日
、
署
理
戸
部
右
侍
郎
托
時
題
本
。

（
１７
）
『
六
科
史
書
戸
科
』
第
九
冊
、
四
一
六
〜
四
一
八
頁
、
雍
正
二

年
三
月
二
九
日
、
戸
部
右
侍
郎
托
時
題
本
。

（
１８
）
『
六
科
史
書
戸
科
』
第
一
一
冊
、
一
三
七
〜
一
四
〇
頁
、
雍
正

二
年
閏
四
月
二
六
日
、
和
碩
怡
親
王
允
祥
等
題
本
。

（
１９
）
『
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
一
五
、
銭
幣
三
、
雍
正
二
年
条
お
よ
び

『
欽
定
大
清
会
典
則
例
』
巻
四
四
、
戸
部
、
銭
法
、
�
銅
、
雍
正
二

年
条
は
い
ず
れ
も
「
康
煕
五
十
五
年
の
例
に
照
ら
し
て
」
と
記
載

し
て
い
る
。
も
と
も
と
康
煕
五
五
年
に
京
師
で
開
始
し
た
収
買
を

後
に
�
銅
八
省
に
も
拡
張
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、

小
制
銭
の
銷
毀
を
惹
起
し
た
京
師
の
収
買
価
格
を
引
き
継
が
な
か

っ
た
点
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
２０
）
中
国
第
一
歴
史
�
案
館
所
蔵
「
戸
科
史
書
」
第
三
五
〇
冊
。

（
２１
）
『
皇
朝
文
献
通
考
』
巻
一
五
、
銭
幣
三
、
雍
正
二
年
条
に
は
、

「
銭
法
侍
郎
は
預
め
銀
庫
に
向
き
て
銀
を
領
し
局
に
貯
す
」
と
あ
り
、

該
当
す
る
内
容
を
允
祥
ら
の
題
本
に
は
見
出
せ
な
い
の
だ
が
、
こ

の
雍
正
帝
の
指
示
を
反
映
し
た
記
述
と
み
て
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

（
２２
）
『
六
科
史
書
戸
科
』
第
二
三
冊
、
二
六
八
〜
二
七
二
頁
、
雍
正

三
年
一
〇
月
二
三
日
、
江
西
道
監
察
御
史
勒
因
特
題
本
（
満
文
）。

（
２３
）
こ
の
黄
銅
器
皿
の
製
造
制
限
令
は
『
皇
朝
文
献
通
考
』
で
は
上

記
の
よ
う
に
康
煕
一
二
年
条
の
按
語
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
実
施

年
次
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い
が
、
同
じ
内
容
が
『
欽
定
大
清

会
典
則
例
』
巻
四
四
、
戸
部
、
銭
法
、
禁
令
、
康
煕
一
二
年
条
に

記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
制
銭
銷
毀
の
禁
令
と
と
も
に
康
煕
一
二

年
に
制
定
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

（
２４
）
該
当
す
る
内
容
は
『
欽
定
大
清
会
典
則
例
』
巻
四
四
、
戸
部
、

銭
法
、
禁
令
、
康
煕
一
八
・
三
六
年
条
に
み
え
る
。

（
２５
）
『
六
科
史
書
戸
科
』
第
二
五
冊
、
六
三
〜
六
八
頁
、
雍
正
四
年

正
月
二
四
日
、
戸
部
尚
書
張
廷
玉
等
題
本
。

（
２６
）
抄
録
の
際
に
「
湖
南
」
が
脱
落
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
２７
）
『
六
科
史
書
戸
科
』
第
二
〇
冊
、
一
〇
〜
一
二
頁
、
雍
正
三
年

セ

デ

六
月
三
日
、
戸
部
右
侍
郎
塞
徳
等
題
本

（
２８
）
『
六
科
史
書
戸
科
』
第
二
八
冊
、
一
八
四
〜
一
八
七
頁
、
雍
正

四
年
七
月
四
日
、
和
碩
怡
親
王
允
祥
等
題
本
。
先
に
算
出
し
た
雍

正
二
年
か
ら
の
旧
器
皿
・
廃
銅
の
繰
り
越
し
額
は
、
こ
の
題
本
に

お
い
て
確
認
で
き
る
。

（
２９
）
『
大
清
世
宗
憲
皇
帝
実
録
』
巻
四
八
、
雍
正
四
年
九
月
丙
申

（
七
日
）
条
。

清
代
雍
正
年
間
に
お
け
る
銅
禁
政
策
と
京
局
�
銅

五
七
（
六
九
一
）



（
３０
）
『
六
科
史
書
戸
科
』
第
三
〇
冊
、
四
六
二
〜
四
六
五
頁
、
雍
正

四
年
九
月
二
一
日
、
大
学
士
仍
管
戸
部
尚
書
事
張
廷
玉
等
題
本
。

（
３１
）
史
書
に
記
載
さ
れ
た
奉
旨
日
は
一
〇
月
九
日
で
あ
る
が
、『
雍

正
朝
起
居
注
冊
』
は
こ
の
諭
旨
を
雍
正
四
年
一
〇
月
六
日
甲
子
条

に
か
け
る
。

（
３２
）
『
大
清
世
宗
憲
皇
帝
実
録
』
巻
五
一
、
雍
正
四
年
一
二
月
丙
子

（
一
九
日
）
条
。

（
３３
）
『
大
清
世
宗
憲
皇
帝
実
録
』
巻
五
二
、
雍
正
五
年
正
月
癸
巳

（
六
日
）
条
。
た
だ
し
、『
雍
正
朝
起
居
注
冊
』
は
こ
の
上
諭
を
雍

正
四
年
一
二
月
二
七
日
甲
申
条
に
か
け
る
。

（
３４
）
『
大
清
世
宗
憲
皇
帝
実
録
』
巻
五
六
、
雍
正
五
年
四
月
壬
辰

（
六
日
）
条
。

（
３５
）
『
大
清
世
宗
憲
皇
帝
実
録
』
巻
六
一
、
雍
正
五
年
九
月
二
日

（
乙
卯
）
条
。

（
３６
）
『
宮
中
�
雍
正
朝
奏
摺
』
第
九
輯
、
六
六
四
〜
六
六
九
頁
、
雍

正
六
年
正
月
二
六
日
、
河
南
総
督
田
文
鏡
奏
摺
。

（
３７
）
『
六
科
史
書
戸
科
』
第
五
一
冊
、
二
九
七
〜
二
九
八
頁
、
雍
正

六
年
九
月
二
九
日
、
署
理
直
隷
総
督
何
世
�
題
本
。「
該
臣
等
」
と

あ
る
の
は
六
科
史
書
特
有
の
書
き
方
で
あ
っ
て
、
実
際
の
題
本
に

は
「
臣
等
」
と
書
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

（
３８
）
『
六
科
史
書
戸
科
』
第
五
二
冊
、
四
五
二
〜
四
五
四
頁
、
雍
正

六
年
一
一
月
三
〇
日
、
総
理
戸
部
事
務
和
碩
怡
親
王
允
祥
等
題
本
。

（
３９
）
「
宮
中
�
�
批
奏
摺
財
政
類
」
第
六
〇
リ
ー
ル
七
六
〜
七
八
、

雍
正
六
年
一
二
月
二
六
日
、
署
理
江
西
巡
撫
張
坦
麟
奏
摺
。

﹇
附
記
﹈
本
稿
は
、
平
成
二
四
〜
二
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若

手
研
究
（
Ｂ
））「
清
代
中
期
の
制
銭
供
給
政
策
に
関
す
る
財
政
史

的
研
究
―
近
代
前
夜
の
中
国
貨
幣
と
国
家
―
」（
課
題
番
号

２
４
７
２
０
３
１
８
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

史

学

第
八
五
巻

第
四
号

五
八
（
六
九
二
）


